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埼
玉
大
宮
夏
ま
つ
り
中
山
道
ま
つ
り(

〜
２
日)

八
戸
三
社
祭(

７
月
31
日
〜
4
日)

青
森
ね
ぶ
た
祭(

〜
７
日)

、三
重
桑
名
石
取
祭(

〜
３
日)

秋
田
竿
燈(

〜
６
日)

広
島
平
和
記
念
日
、仙
台
七
夕
ま
つ
り（
〜
８
日
）

長
崎
原
爆
忌

千
葉
館
山
安
房
神
社
例
祭

　
山
の
日
、徳
島
阿
波
踊
り(

〜
15
日
）

木
曽
御
獄
教
御
神
火
祭
、新
潟
祭（
〜
10
日
）

立
秋
、山
口
下
関
忌
宮
数
方
庭
祭(

〜
13
日)

山
形
花
笠
祭(

〜
７
日)

京
都
箱
根
大
文
字

高
知
よ
さ
こ
い
祭
り(

９
日
〜
）

月
遅
れ
盆
迎
え
火(

〜
16
日)

京
都
清
水
寺
千
日
詣
り(

〜
16
日)

、奈
良
春
日
大
社
中
元
万
燈
籠（
〜
15
日
）

滋
賀
建
部
大
社
船
幸
祭
、静
岡
三
嶋
大
社
祭
り（
15
日
〜
）

神
奈
川
鎌
倉
宮
例
祭(

19
日
〜
）

埼
玉
四
萬
部
寺
大
施
食
会

終
戦
記
念
日

秋
田
花
輪
ば
や
し(

〜
20
日
）

千
葉
神
社
だ
ら
だ
ら
祭(

16
日
〜
）

処
暑
、地
蔵
盆(

〜
24
日
）

東
京
亀
戸
天
神
祭(

〜
28
日
）

山
梨
吉
田
の
火
祭
り(

〜
27
日
）

神
奈
川
大
山
阿
夫
利
神
社
秋
季
例
大
祭(

〜
29
日
）

静
岡
可
睡
斎
奥
之
院
不
動
尊
大
祭

秋
田
大
曲
の
花
火

週
刊
ポ
ス
ト

2
0
2
3
年
1
月
1
3
・
2
0
日
号

　
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

「
分
類
」
さ
れ
る
血
液
型
。
そ
こ

に
寿
命
と
の
か
か
わ
り
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
2
0
0
7
年
に
発

表
さ
れ
た
厚
労
省
の
補
助
金
事

業
「
健
康
長
寿
に
関
す
る
要
因

の
研
究
」
の
な
か
で
、〈
血
液
型

と
長
寿
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
〉

と
い
う
報
告
が
あ
り
、
そ
こ
で
は

日
本
人
で
最
も
長
生
き
す
る
確

率
が
高
い
の
は
B
型
と
さ
れ
た
。

慶
應
大
の
研
究
者
ら
が
東
京
在

住
の
百
寿
者
（
平
均
年
齢

1
0
1
・
2
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

1
・
8
歳
）
2
6
9
人
と
、
東
京

在
住
の
対
象
群
7
1
5
3
人
を

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
百
寿
者
で
は

B
型
の
割
合
が
高
か
っ
た
の
だ
と

い
う
。

　
日
本
人
の
血
液
型
は
、
多
い
順

に
A
型
4
割
、
O
型
3
割
、
B
型

2
割
、
A
B
型
1
割
と
さ
れ
る
。

そ
れ
が
、
右
の
研
究
で
は
、
百
寿

者
は
A
型
3
4
・
2
％
、
B
型

2
9
・
4
％
、
O
型
2
8
・
3
％
、

A
B
型
8
・
2
％
と
い
う
結
果
に

な
っ
た
。
百
寿
者
は
B
型
の
割
合

が
1
0
ポ
イ
ン
ト
も
多
い
。
医
療

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
室
井
一

辰
氏
が
言
う
。「
百
寿
者
に
B
型

が
多
い
理
由
と
し
て
は
、
報
告
書

が
分
析
す
る
通
り
、
病
気
と
血
液

型
の
関
係
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
A

型
は
細
菌
感
染
、
O
型
は
ウ
イ
ル

ス
感
染
し
や
す
く
、
病
気
も
が
ん

や
血
栓
性
疾
患
は
A
型
、
自
己
免

疫
疾
患
や
出
血
性
疾
患
は
O
型

に
多
い
。一
方
、
B
型
は
そ
れ
ら

の
病
気
に
な
り
に
く
く
、
長
寿
に

な
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」。

血
液
型
に
よ
る
寿
命
の
違
い

を
も
た
ら
す
の
は
、「
免
疫
」

の
違
い
だ
と
い
う
。

　「
そ
も
そ
も
A
B
O
式
の
血
液

型
は
免
疫
反
応
を
引
き
起
こ
す

抗
原
の
種
類
で
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
。
免
疫
力
は
病
気
と
密
接
な

関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的

に
寿
命
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
に

不
思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
同
前
）

　
一
方
、
米
国
で
は
日
本
と
違
っ

た
結
果
が
出
て
い
る
。
1
9
9
9

年
に
米
国
で
出
版
さ
れ
た

『
T
h
e
A
n
s
w
e
r
i
s
i
n

Y
o
u
r
B
l
o
o
d
t
y
p
e
』

に
よ
る
と
、
5
0
0
0
人
の
米
国

人
を
調
査
し
た
結
果
、
血
液
型

別
の
平
均
寿
命
は
、
O
型
が

8
6・7
歳
、
B
型
が
7
8・2
歳
、

A
B
型
が
6
9
・
5
歳
、
A
型
が

6
1
・
6
歳
だ
っ
た
。
A
型
が
最

も
短
命
と
い
う
結
果
な
の
で
あ

る
。
同
書
で
は
、
A
型
は
肉
類
を

消
化
し
に
く
く
脂
肪
と
し
て
体

内
に
蓄
積
す
る
た
め
、
肉
食
中
心

の
米
国
で
は
短
命
に
な
っ
て
い
る

と
考
察
し
て
い
る
。

　
血
液
型
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、

特
性
に
応
じ
た
生
活
習
慣
を
心

が
け
る
価
値
は
あ
る
。

100歳以上の日本人に「B型」が多い不思議
血液型による寿命の違いの背景に「免疫」か

日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金

8月（葉月・August）

(８)  (1)  2025年8月

2025年

8月号

販促カレンダー＜8 月＞　葉月
12345678910111213141516171819202122232425262728293031

埼
玉
大
宮
夏
ま
つ
り
中
山
道
ま
つ
り(
〜
２
日)

八
戸
三
社
祭(

７
月
31
日
〜
4
日)

青
森
ね
ぶ
た
祭(

〜
７
日)

、三
重
桑
名
石
取
祭(

〜
３
日)

秋
田
竿
燈(

〜
６
日)

広
島
平
和
記
念
日
、仙
台
七
夕
ま
つ
り（
〜
８
日
）

長
崎
原
爆
忌

千
葉
館
山
安
房
神
社
例
祭

　
山
の
日
、徳
島
阿
波
踊
り(

〜
15
日
）

木
曽
御
獄
教
御
神
火
祭
、新
潟
祭（
〜
10
日
）

立
秋
、山
口
下
関
忌
宮
数
方
庭
祭(

〜
13
日)

山
形
花
笠
祭(

〜
７
日)

京
都
箱
根
大
文
字

高
知
よ
さ
こ
い
祭
り(

９
日
〜
）

月
遅
れ
盆
迎
え
火(

〜
16
日)

京
都
清
水
寺
千
日
詣
り(

〜
16
日)

、奈
良
春
日
大
社
中
元
万
燈
籠（
〜
15
日
）

滋
賀
建
部
大
社
船
幸
祭
、静
岡
三
嶋
大
社
祭
り（
15
日
〜
）

神
奈
川
鎌
倉
宮
例
祭(

19
日
〜
）

埼
玉
四
萬
部
寺
大
施
食
会

終
戦
記
念
日

秋
田
花
輪
ば
や
し(

〜
20
日
）

千
葉
神
社
だ
ら
だ
ら
祭(

16
日
〜
）

処
暑
、地
蔵
盆(

〜
24
日
）

東
京
亀
戸
天
神
祭(

〜
28
日
）

山
梨
吉
田
の
火
祭
り(

〜
27
日
）

神
奈
川
大
山
阿
夫
利
神
社
秋
季
例
大
祭(

〜
29
日
）

静
岡
可
睡
斎
奥
之
院
不
動
尊
大
祭

秋
田
大
曲
の
花
火

週
刊
ポ
ス
ト

2
0
2
3
年
1
月
1
3
・
2
0
日
号

　
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

「
分
類
」
さ
れ
る
血
液
型
。
そ
こ

に
寿
命
と
の
か
か
わ
り
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
2
0
0
7
年
に
発

表
さ
れ
た
厚
労
省
の
補
助
金
事

業
「
健
康
長
寿
に
関
す
る
要
因

の
研
究
」
の
な
か
で
、〈
血
液
型

と
長
寿
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
〉

と
い
う
報
告
が
あ
り
、
そ
こ
で
は

日
本
人
で
最
も
長
生
き
す
る
確

率
が
高
い
の
は
B
型
と
さ
れ
た
。

慶
應
大
の
研
究
者
ら
が
東
京
在

住
の
百
寿
者
（
平
均
年
齢

1
0
1
・
2
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

1
・
8
歳
）
2
6
9
人
と
、
東
京

在
住
の
対
象
群
7
1
5
3
人
を

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
百
寿
者
で
は

B
型
の
割
合
が
高
か
っ
た
の
だ
と

い
う
。

　
日
本
人
の
血
液
型
は
、
多
い
順

に
A
型
4
割
、
O
型
3
割
、
B
型

2
割
、
A
B
型
1
割
と
さ
れ
る
。

そ
れ
が
、
右
の
研
究
で
は
、
百
寿

者
は
A
型
3
4
・
2
％
、
B
型

2
9
・
4
％
、
O
型
2
8
・
3
％
、

A
B
型
8
・
2
％
と
い
う
結
果
に

な
っ
た
。
百
寿
者
は
B
型
の
割
合

が
1
0
ポ
イ
ン
ト
も
多
い
。
医
療

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
室
井
一

辰
氏
が
言
う
。「
百
寿
者
に
B
型

が
多
い
理
由
と
し
て
は
、
報
告
書

が
分
析
す
る
通
り
、
病
気
と
血
液

型
の
関
係
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
A

型
は
細
菌
感
染
、
O
型
は
ウ
イ
ル

ス
感
染
し
や
す
く
、
病
気
も
が
ん

や
血
栓
性
疾
患
は
A
型
、
自
己
免

疫
疾
患
や
出
血
性
疾
患
は
O
型

に
多
い
。一
方
、
B
型
は
そ
れ
ら

の
病
気
に
な
り
に
く
く
、
長
寿
に

な
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」。

血
液
型
に
よ
る
寿
命
の
違
い

を
も
た
ら
す
の
は
、「
免
疫
」

の
違
い
だ
と
い
う
。

　「
そ
も
そ
も
A
B
O
式
の
血
液

型
は
免
疫
反
応
を
引
き
起
こ
す

抗
原
の
種
類
で
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
。
免
疫
力
は
病
気
と
密
接
な

関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的

に
寿
命
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
に

不
思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
同
前
）

　
一
方
、
米
国
で
は
日
本
と
違
っ

た
結
果
が
出
て
い
る
。
1
9
9
9

年
に
米
国
で
出
版
さ
れ
た

『
T
h
e
A
n
s
w
e
r
i
s
i
n

Y
o
u
r
B
l
o
o
d
t
y
p
e
』

に
よ
る
と
、
5
0
0
0
人
の
米
国

人
を
調
査
し
た
結
果
、
血
液
型

別
の
平
均
寿
命
は
、
O
型
が

8
6・7
歳
、
B
型
が
7
8・2
歳
、

A
B
型
が
6
9
・
5
歳
、
A
型
が

6
1
・
6
歳
だ
っ
た
。
A
型
が
最

も
短
命
と
い
う
結
果
な
の
で
あ

る
。
同
書
で
は
、
A
型
は
肉
類
を

消
化
し
に
く
く
脂
肪
と
し
て
体

内
に
蓄
積
す
る
た
め
、
肉
食
中
心

の
米
国
で
は
短
命
に
な
っ
て
い
る

と
考
察
し
て
い
る
。

　
血
液
型
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、

特
性
に
応
じ
た
生
活
習
慣
を
心

が
け
る
価
値
は
あ
る
。

100歳以上の日本人に「B型」が多い不思議
血液型による寿命の違いの背景に「免疫」か

日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金

8月（葉月・August）

(８)  



(2)  

2
0
2
5
年
6
月
2
1
日
　
デ
イ
リ
ー

2
0
2
5
年
5
月
2
9
日

P
R
T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
サ
プ
ラ
イ
ズ
モ
ー
ル
）

いい葬儀HPより
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新
郎
新
婦
の
過
去
を
役
者
が
演

じ
る
結
婚
式
の
感
動
演
出
「
メ
モ
リ

プ
レ
イ
」
か
ら
派
生
し
た
、
人
生
を

落
語
と
し
て
プ
ロ
の
落
語
家
が
語
る

高
齢
者
向
け
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
出
「
メ

モ
リ
プ
ラ
ク
ゴ
」
を
提
供
す
る
株
式

会
社
サ
プ
ラ
イ
ズ
モ
ー
ル（
福
岡
県
）

は
、7
月
よ
り
、
法
要
の
場
で
も
実

施
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
新
た
に

提
供
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
近
年
で
は
、『
セ
ル
フ
祝
い
（
自
分

で
自
分
を
祝
う
）』
と
い
う
新
た
な

文
化
と
し
て
、
ご
自
身
で
長
寿
祝
い

を
す
る
場
面
も
増
え
て
お
り
、
笑
い

と
感
動
を
兼
ね
備
え
た
唯
一
無
二
の

演
出
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　
落
語
の
形
を
借
り
、
実
際
に
プ
ロ

の
落
語
家
が
笑
い
と
涙
を
交
え
て
人

生
を
語
る
こ
と
で
、
故
人
の
魅
力
や

歩
み
が
よ
り
深
く
心
に
刻
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
悲
し
み
に
暮
れ
、
ど
う

し
て
も
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
る
事

が
出
来
な
い
ご
遺
族
の
方
々
に
対
し

て
も
、一
歩
前
に
進
む
た
め
の
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
演
出
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

落
語
で
紡
ぐ
人
生
の
物
語

【
神
棚
封
じ
の
理
由
】

神
様
は
穢
れ
を
嫌
う
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
神
棚
は
神
様
が
宿
る
場
所

で
あ
り
、
神
様
と
「
死
」
を
近
づ
け

る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
神
棚
封
じ

を
行
い
ま
す
。
神
棚
封
じ
は
、
穢
れ

を
神
様
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
で
、
神

様
の
力
を
守
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。

【
神
棚
封
じ
の
方
法
】

神
棚
に
参
拝
し
、
ご
家
族
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。
神
棚

に
供
え
て
あ
る
お
供
え
物
や
榊
な
ど

を
す
べ
て
下
げ
ま
す
。
神
棚
の
扉
を

完
全
に
閉
め
、
扉
の
正
面
に
白
い
半

紙
を
貼
り
付
け
ま
す
。
し
め
縄
が
あ

る
場
合
は
、
し
め
縄
に
半
紙
を
貼
り

付
け
ま
す
。

【
神
棚
封
じ
の
期
間
】

神
道
で
は
、忌
中
の
期
間
は
五
十
日

間
と
さ
れ
て
お
り
、五
十
日
祭
が
行

わ
れ
た
後
に
神
棚
封
じ
を
解
き
ま
す
。

神
棚
封
じ
と
は

　
イ
ギ
リ
ス
議
会
下
院
で
、
終
末
期

の
患
者
が
死
を
選
ぶ
権
利
を
認
め
る

法
案
が
可
決
さ
れ
、
法
制
化
に
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
欧
米
で

は
安
楽
死
を
法
制
化
す
る
動
き
が

相
次
い
で
い
ま
す
が
、
社
会
的
弱
者

が
死
を
選
ぶ
状
況
に
追
い
込
ま
れ
か

ね
な
い
な
ど
と
懸
念
す
る
声
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
案
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
、
余
命

6
か
月
未
満
と
診
断
さ
れ
た
成
人

が
、
医
師
2
人
と
法
律
や
精
神
医
学

な
ど
の
専
門
家
か
ら
な
る
委
員
会
の

承
認
を
条
件
に
、
医
師
が
処
方
し
た

薬
物
を
服
用
す
る
な
ど
し
て
命
を
絶

つ
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
す
。

2
0
日
、
議
会
下
院
で
行
わ
れ
た

採
決
の
結
果
、
賛
成
3
1
4
、
反
対

2
9
1
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
法
案
は
、
上
院
が
可
決
す
れ
ば
法

制
化
さ
れ
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府

は
、
施
行
ま
で
に
は
4
年
程
度
か
か

る
と
い
う
見
通
し
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
欧
米
で
は
、
終
末
期
の
患
者
に
は

尊
厳
を
保
っ
た
ま
ま
最
期
を
迎
え
る

権
利
が
あ
る
と
し
て
安
楽
死
を
法
制

化
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
て
、フ

ラ
ン
ス
で
も
先
月
、
同
じ
よ
う
な
法

案
が
議
会
下
院
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
障
害
者
や
要
介
護
者
と

い
っ
た
社
会
的
弱
者
が
、
周
り
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
死
を
選
ぶ
状
況

に
追
い
込
ま
れ
か
ね
な
い
な
ど
と
、

懸
念
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
の
議
会
前
で
は
こ
の
日
、

賛
成
派
と
反
対
派
が
集
会
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
訴
え
ま
し
た
。

　
賛
成
派
の
女
性
は
法
案
の
可
決

を
受
け
て
「
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
夫

の
苦
し
み
を
誰
も
経
験
し
な
く
て
済

む
よ
う
に
な
り
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
」
と
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
反
対
派
の
男
性
は
「
死
を

選
択
さ
せ
る
文
化
の
よ
う
な
も
の
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
命
を
大
切
に
す

る
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
が
最
も
誇
り

に
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

マ
ツ
コ
、亡
く
な
っ
た

母
に
脱
帽

　
タ
レ
ン
ト
の
マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク

ス
が
亡
く
な
っ
た
母
親
の
す
ご
さ
を

語
っ
た
。

　
番
組
、マ
ツ
コ
＆
有
吉
か
り
そ
め

天
国
は
「
翌
日
の
献
立
や
着
る
洋
服

を
考
え
て
も
、
そ
の
時
に
な
る
と
考

え
が
変
わ
る
の
で
、
準
備
は
ム
ダ
で

は
な
い
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
。マ

ツ
コ
は
「
防
災
や
防
犯
の
こ
と
を
考

え
る
の
は
い
い
け
ど
、
次
の
日
の
ご

飯
ま
で
考
え
る
の
は
や
め
な
い
？
」

と
話
す
と
有
吉
が
「
何
か
準
備
は
？

葬
式
の
準
備
ぐ
ら
い
は
す
る
の
？
」

と
質
問
。
す
る
と
マ
ツ
コ
は
「
そ
れ

も
本
当
に
考
え
て
て
、
お
ふ
く
ろ
な

ん
て
、
自
分
の
葬
儀
場
ま
で
予
約
し

て
た
の
よ
」。
続
け
て
「
だ
っ
て
、
ほ

と
ん
ど
（
自
分
は
）
何
に
も
し
て
い

な
い
。最
後
は
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
、

不
動
産
の
処
分
も
済
ん
で
、
役
所
に

も
１
回
行
く
ぐ
ら
い
で
済
む
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
死
ん
だ
ら
こ
こ
に
電

話
し
て
下
さ
い
っ
て
。
電
話
し
た
ら

葬
儀
屋
に
繋
が
っ
て
。
こ
れ
は
も
う

無
理
だ
わ
っ
て
」
と
母
の
す
ご
さ
に

脱
帽
し
て
い
た
。

英
終
末
期
患
者
が
「
安
楽
死
」
選
ぶ

権
利
認
め
る
法
案
議
会
下
院
で
可
決

(7)  
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ニ
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究
極
の
薄
さ
の
提
灯

A
N
C
O
H(

庵
光)

　
日
本
の
伝
統
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
融
合
し
た
提
灯
。

バ
ッ
テ
リ
ー
点
灯
す
る
た

め
、
ど
こ
へ
で
も
持
ち
運
ぶ

こ
と
が
可
能
。
生
活
防
水
、

U
S
B
T
y
p
e
C
で
の
充

電
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
も
備

え
て
お
り
、最
大
光
量
で
も

約
5
時
間
の
連
続
点
灯
が
可

能
で
す
。
光
色
も
明
る
さ
も

自
由
自
在
で
照
明
と
し
て
の

機
能
は
全
て
、ダ
イ
ヤ
ル
一つ

で
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
最
小
の
明
る
さ
ま
で
絞

る
と
ろ
う
そ
く
の
よ
う
に
光

が
揺
ら
ぐ
仕
様
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
て
お
り
、就
寝
前
の

穏
や
か
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
に
も
使
え
ま
す
。

3
秒
で
と
と
の
え
る
！

晴
雨
兼
用
折
畳
み
傘

　
折
畳
み
傘
の
畳
み
に
く

い
難
点
を
解
消
す
る
た
め

に
開
発
し
た
「
形
状
記
憶

加
工
」シ
リ
ー
ズ
が
つ
い
に

登
場
。
傘
布
を
形
状
記
憶

加
工
す
る
こ
と
で
、
日
傘
を

閉
じ
た
時
、
折
り
目
に
沿
っ

て
ピ
シ
ッ
と
揃
え
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
簡
単

に
傘
布
を
揃
え
て
閉
じ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
使
う

煩
わ
し
さ
が
軽
減
さ
れ
、
折

り
畳
み
傘
を
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ

に
た
た
み
た
く
な
い
方
に
は

特
に
お
す
す
め
で
す
。
開
く

時
も
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
、
超
撥

水
で
完
全
遮
光
。
急
な
雨

や
晴
れ
の
日
の
酷
暑
対
策

に
も
お
す
す
め
で
す
！

新ご供養アイテム  あれこれ…

【
葬
送
の
仕
事
師
た
ち
】

著
者
／
井
上
理
津
子

出
版
社
／
新
潮
社

誰
に
で
も
、い
つ
か
は
必
ず

や
っ
て
く
る
人
生
の
終
わ

り
。
旅
立
ち
の
手
助
け
を
生

業
と
す
る
人
た
ち
が
い
る
。

葬
儀
社
社
員
、
湯
灌
師
、
納

棺
師
、
復
元
師
、エ
ン
バ
ー

マ
ー
、
火
葬
場
職
員
…
…
。

な
ぜ
こ
の
職
業
を
選
ん
だ
の

か
。
ど
ん
な
思
い
を
抱
い
て

働
い
て
い
る
の
か
。
忘
れ
ら

れ
な
い
経
験
と
は
。著
者
は
、

「
死
」
と
向
き
合
う
プ
ロ
た

ち
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
葬

送
の
現
場
を
見
て
歩
く
。
光

が
あ
た
る
こ
と
の
な
か
っ
た

仕
事
を
描
破
し
た
感
動
の

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。

【
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
「
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
超
え
た
感

動
の
お
も
て
な
し
】

著
者
／
原
良
憲
星
山
英
子
嶋
田
敏

出
版
／
か
ん
き
出
版

サ
ー
ビ
ス
の
質
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
、
店
舗
全
体
の
サ
ー

ビ
ス
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
が
は

か
れ
な
い
、
人
が
応
募
し
て

こ
な
い
、
辞
め
て
い
く
…
こ

ん
な
課
題
を
抱
え
る
あ
ら

ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
経
営

者
、
幹
部
た
ち
に
、「
こ
う

い
う
仕
組
み
を
つ
く
れ
ば
、

ス
タ
ッ
フ
が
、
お
店
が
、
そ

し
て
会
社
が
大
き
く
変
わ

る
！
」
と
い
う
ヒ
ン
ト
に
な

る
。
京
都
大
学
と
ス
ー
パ
ー

ホ
テ
ル
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、

共
同
研
究
し
た
一
冊
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

美
濃
焼
の

陶
製
モ
ダ
ン
仏
具

上
品
で
落
ち
着
い
た
印
象

の
陶
製
モ
ダ
ン
仏
具
五
具
足

セ
ッ
ト
。
岐
阜
県
土
岐
市
で

生
産
さ
れ
て
い
る
美
濃
焼
で
、

安
心
の
日
本
製
。さ
ら
さ
ら

と
し
た
手
触
り
が
優
し
く
、

あ
た
た
か
み
を
感
じ
ら
れ
る

逸
品
で
す
。

本
体
内
部
を
空
洞
化

　
香
炉
・
ロ
ウ
ソ
ク
立
・
仏

飯
器
・
茶
湯
器
は
底
の
部
分

（
内
側
と
外
側
の
間
の
本
体

部
分
）が
空
洞
に
な
っ
て
い

ま
す
。
熱
い
お
茶
、お
線
香

や
ロ
ウ
ソ
ク
な
ど
火
を
ご
使

用
い
た
だ
い
て
も
、側
面
（
外

側
の
手
で
持
つ
部
分
）は
熱

く
な
り
に
く
い
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。デ
ザ
イ
ン
性
だ

け
で
な
く
、安
全
面
を
考
え

た
新
し
い
仏
具
で
す
。

火
消
し
機
能
付
き
ロ
ウ

ソ
ク
立

　
ロ
ウ
ソ
ク
立
て
に
は
消
火

用
の
蓋
が
つ
い
て
い
ま
す
の

で
、被
せ
る
だ
け
で
簡
単
に

消
化
で
き
ま
す
。

　
製
造
の
工
程
上
、商
品
の

表
面
に「
ひ
び
」が
見
ら
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。「
ひ

び
」は
生
地
で
は
な
く
、表

面
の
釉
薬
に
入
っ
て
い
る
も

の
で
、窯
出
し
後
に
陶
器
が

収
縮
す
る
際
、上
に
か
け
た

釉
薬
と
陶
器
の
収
縮
率
に
差

が
あ
り
、釉
薬
を
か
け
た
部

分
に「
ひ
び
」が
入
り
ま
す
。

く
び
れ
部
分
は
釉
薬
が
溜
ま

り
や
す
い
形
状
な
っ
て
い
る

為
、特
に
入
り
や
す
い
で
す
。

生
地
で
は
な
く
表
面
の
釉
薬

が「
ひ
び
割
れ
」し
て
い
る
為
、

ご
使
用
さ
れ
て
も
水
が
漏
れ

た
り
す
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。工

場
直
営
お
仏
壇
の
む
ら
か
み

シ
ョ
ッ
プ
サ
イ
ト
よ
り
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新
郎
新
婦
の
過
去
を
役
者
が
演

じ
る
結
婚
式
の
感
動
演
出
「
メ
モ
リ

プ
レ
イ
」
か
ら
派
生
し
た
、
人
生
を

落
語
と
し
て
プ
ロ
の
落
語
家
が
語
る

高
齢
者
向
け
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
出
「
メ

モ
リ
プ
ラ
ク
ゴ
」
を
提
供
す
る
株
式

会
社
サ
プ
ラ
イ
ズ
モ
ー
ル（
福
岡
県
）

は
、7
月
よ
り
、
法
要
の
場
で
も
実

施
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
新
た
に

提
供
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
近
年
で
は
、『
セ
ル
フ
祝
い
（
自
分

で
自
分
を
祝
う
）』
と
い
う
新
た
な

文
化
と
し
て
、
ご
自
身
で
長
寿
祝
い

を
す
る
場
面
も
増
え
て
お
り
、
笑
い

と
感
動
を
兼
ね
備
え
た
唯
一
無
二
の

演
出
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　
落
語
の
形
を
借
り
、
実
際
に
プ
ロ

の
落
語
家
が
笑
い
と
涙
を
交
え
て
人

生
を
語
る
こ
と
で
、
故
人
の
魅
力
や

歩
み
が
よ
り
深
く
心
に
刻
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
悲
し
み
に
暮
れ
、
ど
う

し
て
も
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
る
事

が
出
来
な
い
ご
遺
族
の
方
々
に
対
し

て
も
、一
歩
前
に
進
む
た
め
の
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
演
出
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

落
語
で
紡
ぐ
人
生
の
物
語

【
神
棚
封
じ
の
理
由
】

神
様
は
穢
れ
を
嫌
う
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
神
棚
は
神
様
が
宿
る
場
所

で
あ
り
、
神
様
と
「
死
」
を
近
づ
け

る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
神
棚
封
じ

を
行
い
ま
す
。
神
棚
封
じ
は
、
穢
れ

を
神
様
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
で
、
神

様
の
力
を
守
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。

【
神
棚
封
じ
の
方
法
】

神
棚
に
参
拝
し
、
ご
家
族
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。
神
棚

に
供
え
て
あ
る
お
供
え
物
や
榊
な
ど

を
す
べ
て
下
げ
ま
す
。
神
棚
の
扉
を

完
全
に
閉
め
、
扉
の
正
面
に
白
い
半

紙
を
貼
り
付
け
ま
す
。
し
め
縄
が
あ

る
場
合
は
、
し
め
縄
に
半
紙
を
貼
り

付
け
ま
す
。

【
神
棚
封
じ
の
期
間
】

神
道
で
は
、忌
中
の
期
間
は
五
十
日

間
と
さ
れ
て
お
り
、五
十
日
祭
が
行

わ
れ
た
後
に
神
棚
封
じ
を
解
き
ま
す
。

神
棚
封
じ
と
は

　
イ
ギ
リ
ス
議
会
下
院
で
、
終
末
期

の
患
者
が
死
を
選
ぶ
権
利
を
認
め
る

法
案
が
可
決
さ
れ
、
法
制
化
に
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
欧
米
で

は
安
楽
死
を
法
制
化
す
る
動
き
が

相
次
い
で
い
ま
す
が
、
社
会
的
弱
者

が
死
を
選
ぶ
状
況
に
追
い
込
ま
れ
か

ね
な
い
な
ど
と
懸
念
す
る
声
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
案
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
、
余
命

6
か
月
未
満
と
診
断
さ
れ
た
成
人

が
、
医
師
2
人
と
法
律
や
精
神
医
学

な
ど
の
専
門
家
か
ら
な
る
委
員
会
の

承
認
を
条
件
に
、
医
師
が
処
方
し
た

薬
物
を
服
用
す
る
な
ど
し
て
命
を
絶

つ
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
す
。

2
0
日
、
議
会
下
院
で
行
わ
れ
た

採
決
の
結
果
、
賛
成
3
1
4
、
反
対

2
9
1
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
法
案
は
、
上
院
が
可
決
す
れ
ば
法

制
化
さ
れ
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府

は
、
施
行
ま
で
に
は
4
年
程
度
か
か

る
と
い
う
見
通
し
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
欧
米
で
は
、
終
末
期
の
患
者
に
は

尊
厳
を
保
っ
た
ま
ま
最
期
を
迎
え
る

権
利
が
あ
る
と
し
て
安
楽
死
を
法
制

化
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
て
、フ

ラ
ン
ス
で
も
先
月
、
同
じ
よ
う
な
法

案
が
議
会
下
院
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
障
害
者
や
要
介
護
者
と

い
っ
た
社
会
的
弱
者
が
、
周
り
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
死
を
選
ぶ
状
況

に
追
い
込
ま
れ
か
ね
な
い
な
ど
と
、

懸
念
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
の
議
会
前
で
は
こ
の
日
、

賛
成
派
と
反
対
派
が
集
会
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
訴
え
ま
し
た
。

　
賛
成
派
の
女
性
は
法
案
の
可
決

を
受
け
て
「
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
夫

の
苦
し
み
を
誰
も
経
験
し
な
く
て
済

む
よ
う
に
な
り
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
」
と
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
反
対
派
の
男
性
は
「
死
を

選
択
さ
せ
る
文
化
の
よ
う
な
も
の
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
命
を
大
切
に
す

る
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
が
最
も
誇
り

に
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

マ
ツ
コ
、亡
く
な
っ
た

母
に
脱
帽

　
タ
レ
ン
ト
の
マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク

ス
が
亡
く
な
っ
た
母
親
の
す
ご
さ
を

語
っ
た
。

　
番
組
、マ
ツ
コ
＆
有
吉
か
り
そ
め

天
国
は
「
翌
日
の
献
立
や
着
る
洋
服

を
考
え
て
も
、
そ
の
時
に
な
る
と
考

え
が
変
わ
る
の
で
、
準
備
は
ム
ダ
で

は
な
い
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
。マ

ツ
コ
は
「
防
災
や
防
犯
の
こ
と
を
考

え
る
の
は
い
い
け
ど
、
次
の
日
の
ご

飯
ま
で
考
え
る
の
は
や
め
な
い
？
」

と
話
す
と
有
吉
が
「
何
か
準
備
は
？

葬
式
の
準
備
ぐ
ら
い
は
す
る
の
？
」

と
質
問
。
す
る
と
マ
ツ
コ
は
「
そ
れ

も
本
当
に
考
え
て
て
、
お
ふ
く
ろ
な

ん
て
、
自
分
の
葬
儀
場
ま
で
予
約
し

て
た
の
よ
」。
続
け
て
「
だ
っ
て
、
ほ

と
ん
ど
（
自
分
は
）
何
に
も
し
て
い

な
い
。最
後
は
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
、

不
動
産
の
処
分
も
済
ん
で
、
役
所
に

も
１
回
行
く
ぐ
ら
い
で
済
む
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
死
ん
だ
ら
こ
こ
に
電

話
し
て
下
さ
い
っ
て
。
電
話
し
た
ら

葬
儀
屋
に
繋
が
っ
て
。
こ
れ
は
も
う

無
理
だ
わ
っ
て
」
と
母
の
す
ご
さ
に

脱
帽
し
て
い
た
。

英
終
末
期
患
者
が
「
安
楽
死
」
選
ぶ

権
利
認
め
る
法
案
議
会
下
院
で
可
決

(7)  

A
m
a
z
o
n
　
販
売
元
O
k
u
e
d
n
y

2
0
2
5
年
6
月
2
4
日

l
i
v
e
door
ニ
ュ
ー
ス

究
極
の
薄
さ
の
提
灯

A
N
C
O
H(

庵
光)

　
日
本
の
伝
統
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
融
合
し
た
提
灯
。

バ
ッ
テ
リ
ー
点
灯
す
る
た

め
、
ど
こ
へ
で
も
持
ち
運
ぶ

こ
と
が
可
能
。
生
活
防
水
、

U
S
B
T
y
p
e
C
で
の
充

電
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
も
備

え
て
お
り
、最
大
光
量
で
も

約
5
時
間
の
連
続
点
灯
が
可

能
で
す
。
光
色
も
明
る
さ
も

自
由
自
在
で
照
明
と
し
て
の

機
能
は
全
て
、ダ
イ
ヤ
ル
一つ

で
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
最
小
の
明
る
さ
ま
で
絞

る
と
ろ
う
そ
く
の
よ
う
に
光

が
揺
ら
ぐ
仕
様
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
て
お
り
、就
寝
前
の

穏
や
か
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
に
も
使
え
ま
す
。

3
秒
で
と
と
の
え
る
！

晴
雨
兼
用
折
畳
み
傘

　
折
畳
み
傘
の
畳
み
に
く

い
難
点
を
解
消
す
る
た
め

に
開
発
し
た
「
形
状
記
憶

加
工
」シ
リ
ー
ズ
が
つ
い
に

登
場
。
傘
布
を
形
状
記
憶

加
工
す
る
こ
と
で
、
日
傘
を

閉
じ
た
時
、
折
り
目
に
沿
っ

て
ピ
シ
ッ
と
揃
え
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
簡
単

に
傘
布
を
揃
え
て
閉
じ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
使
う

煩
わ
し
さ
が
軽
減
さ
れ
、
折

り
畳
み
傘
を
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ

に
た
た
み
た
く
な
い
方
に
は

特
に
お
す
す
め
で
す
。
開
く

時
も
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
、
超
撥

水
で
完
全
遮
光
。
急
な
雨

や
晴
れ
の
日
の
酷
暑
対
策

に
も
お
す
す
め
で
す
！

新ご供養アイテム  あれこれ…

【
葬
送
の
仕
事
師
た
ち
】

著
者
／
井
上
理
津
子

出
版
社
／
新
潮
社

誰
に
で
も
、い
つ
か
は
必
ず

や
っ
て
く
る
人
生
の
終
わ

り
。
旅
立
ち
の
手
助
け
を
生

業
と
す
る
人
た
ち
が
い
る
。

葬
儀
社
社
員
、
湯
灌
師
、
納

棺
師
、
復
元
師
、エ
ン
バ
ー

マ
ー
、
火
葬
場
職
員
…
…
。

な
ぜ
こ
の
職
業
を
選
ん
だ
の

か
。
ど
ん
な
思
い
を
抱
い
て

働
い
て
い
る
の
か
。
忘
れ
ら

れ
な
い
経
験
と
は
。著
者
は
、

「
死
」
と
向
き
合
う
プ
ロ
た

ち
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
葬

送
の
現
場
を
見
て
歩
く
。
光

が
あ
た
る
こ
と
の
な
か
っ
た

仕
事
を
描
破
し
た
感
動
の

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。

【
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
「
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
超
え
た
感

動
の
お
も
て
な
し
】

著
者
／
原
良
憲
星
山
英
子
嶋
田
敏

出
版
／
か
ん
き
出
版

サ
ー
ビ
ス
の
質
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
、
店
舗
全
体
の
サ
ー

ビ
ス
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
が
は

か
れ
な
い
、
人
が
応
募
し
て

こ
な
い
、
辞
め
て
い
く
…
こ

ん
な
課
題
を
抱
え
る
あ
ら

ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
経
営

者
、
幹
部
た
ち
に
、「
こ
う

い
う
仕
組
み
を
つ
く
れ
ば
、

ス
タ
ッ
フ
が
、
お
店
が
、
そ

し
て
会
社
が
大
き
く
変
わ

る
！
」
と
い
う
ヒ
ン
ト
に
な

る
。
京
都
大
学
と
ス
ー
パ
ー

ホ
テ
ル
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、

共
同
研
究
し
た
一
冊
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

美
濃
焼
の

陶
製
モ
ダ
ン
仏
具

上
品
で
落
ち
着
い
た
印
象

の
陶
製
モ
ダ
ン
仏
具
五
具
足

セ
ッ
ト
。
岐
阜
県
土
岐
市
で

生
産
さ
れ
て
い
る
美
濃
焼
で
、

安
心
の
日
本
製
。さ
ら
さ
ら

と
し
た
手
触
り
が
優
し
く
、

あ
た
た
か
み
を
感
じ
ら
れ
る

逸
品
で
す
。

本
体
内
部
を
空
洞
化

　
香
炉
・
ロ
ウ
ソ
ク
立
・
仏

飯
器
・
茶
湯
器
は
底
の
部
分

（
内
側
と
外
側
の
間
の
本
体

部
分
）が
空
洞
に
な
っ
て
い

ま
す
。
熱
い
お
茶
、お
線
香

や
ロ
ウ
ソ
ク
な
ど
火
を
ご
使

用
い
た
だ
い
て
も
、側
面
（
外

側
の
手
で
持
つ
部
分
）は
熱

く
な
り
に
く
い
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。デ
ザ
イ
ン
性
だ

け
で
な
く
、安
全
面
を
考
え

た
新
し
い
仏
具
で
す
。

火
消
し
機
能
付
き
ロ
ウ

ソ
ク
立

　
ロ
ウ
ソ
ク
立
て
に
は
消
火

用
の
蓋
が
つ
い
て
い
ま
す
の

で
、被
せ
る
だ
け
で
簡
単
に

消
化
で
き
ま
す
。

　
製
造
の
工
程
上
、商
品
の

表
面
に「
ひ
び
」が
見
ら
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。「
ひ

び
」は
生
地
で
は
な
く
、表

面
の
釉
薬
に
入
っ
て
い
る
も

の
で
、窯
出
し
後
に
陶
器
が

収
縮
す
る
際
、上
に
か
け
た

釉
薬
と
陶
器
の
収
縮
率
に
差

が
あ
り
、釉
薬
を
か
け
た
部

分
に「
ひ
び
」が
入
り
ま
す
。

く
び
れ
部
分
は
釉
薬
が
溜
ま

り
や
す
い
形
状
な
っ
て
い
る

為
、特
に
入
り
や
す
い
で
す
。

生
地
で
は
な
く
表
面
の
釉
薬

が「
ひ
び
割
れ
」し
て
い
る
為
、

ご
使
用
さ
れ
て
も
水
が
漏
れ

た
り
す
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。工

場
直
営
お
仏
壇
の
む
ら
か
み

シ
ョ
ッ
プ
サ
イ
ト
よ
り
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　「
介
護
費
用
は
親
の
資
産

か
ら
捻
出
す
る
の
が
原
則
で

す
。
し
か
し
、
親
が
認
知
症

に
な
っ
た
ら
、
親
の
預
金
口

座
な
ど
は
凍
結
さ
れ
、
引
き

出
せ
な
く
な
り
ま
す
。
急
ぎ

対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」
そ
う
指
摘
す
る
の
は
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
山
中
伸
枝
さ
ん
。

　
日
本
証
券
業
協
会
は

2
0
2
5
年
2
月
、
認
知
症

患
者
の
た
め
に
「
家
族
サ

ポ
ー
ト
証
券
口
座
」
と
い
う

新
た
な
仕
組
み
を
構
築
し

た
。こ
れ
を
使
え
ば
、
親
が

認
知
症
に
な
っ
た
後
も
子
ど

も
な
ど
が
代
理
人
と
な
っ
て

親
の
資
産
運
用
を
続
け
ら
れ

る
。
ま
た
、
銀
行
や
保
険
会

社
に
も
、
あ
ら
か
じ
め
代
理

人
を
指
名
す
る
制
度
が
あ
る

よ
う
だ
。

親
の
資
産
を
守
る
た
め

に
、
子
ど
も
は
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
。
自
身
も
親
の
財

産
の
把
握
や
整
理
に
着
手
し

た
と
い
う
山
中
さ
ん
に
聞
い

た
。「
親
が
認
知
症
に
な
っ
て

も
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗

証
番
号
が
あ
れ
ば
A
T
M
か

ら
出
金
で
き
る
と
考
え
て
い

る
人
が
い
ま
す
が
、
本
来
は

N
G
で
す
」
最
近
は
た
と
え

妻
で
も
、
銀
行
窓
口
で
夫
名

義
の
口
座
か
ら
出
金
で
き
な

い
と
こ
ろ
も
多
い
。
親
の
口
座

も
同
じ
だ
と
い
う
。
た
だ
高

齢
者
は
認
知
機
能
の
衰
え
の

ほ
か
、
病
気
な
ど
で
入
院
す

る
こ
と
も
増
え
て
く
る
。「
そ

う
し
た
事
態
に
備
え
て
、
預

金
者
本
人
の
認
知
機
能
が
確

か
な
う
ち
に
、『
代
理
人
』
を

あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
仕
組

み
が
あ
り
ま
す
」（
山
中
さ
ん
）

　
名
称
は
銀
行
に
よ
る
が
、

み
ず
ほ
銀
行
で
は
「
代
理
人

予
約
サ
ー
ビ
ス
」、
三
菱

U
F
J
銀
行
で
は
「
予
約
型

　
残
さ
れ
た
家
族
へ
の
負
担

を
減
ら
す
た
め
に
も
、
生
前

整
理
は
や
っ
て
お
き
た
い
も

の
。
し
っ
か
り
や
ろ
う
と
す

る
と
手
間
が
か
か
る
の
で

や
っ
か
い
だ
が
、
重
要
な
の

は
最
低
限
や
る
べ
き
要
点
」

を
押
さ
え
る
こ
と
だ
。
関
西

ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
代
表
で

真
言
宗
の
僧
侶
で
も
あ
る
亀

澤
範
行
氏
が
語
る
。「
年
賀

状
な
ど
か
ら
故
人
の
交
友
関

係
を
探
っ
て
案
内
状
を
送
付

す
る
の
は
ひ
と
苦
労
で
す
。

今
は
年
賀
状
じ
ま
い
を
す
る

人
が
増
え
る
一
方
、7
0
代

の
8
割
以
上
が
ス
マ
ホ
を
持

つ
時
代
な
の
で
、ス
マ
ホ
に

葬
儀
に
呼
び
た
い
人
を
ま
と

め
て
お
く
の
が
楽
で
し
ょ
う
。

い
ち
い
ち
住
所
を
打
ち
込
ん

で
い
く
の
で
は
な
く
、
呼
ぶ

人
の
年
賀
状
な
ど
住
所
が
記

載
さ
れ
て
い
る
ハ
ガ
キ
を
写

真
に
撮
っ
て
フ
ォ
ル
ダ
に
保

存
し
て
お
く
と
手
間
も
省
け

ま
す
」。

　
メ
モ
と
し
て
文
字
を
残
す

こ
と
が
億
劫
な
人
は
、
動
画

で
残
す
方
法
も
あ
る
言
う
。

「
ス
マ
ホ
の
動
画
で
自
撮
り
し

て
、
参
列
者
や
遺
影
に
つ
い

て
、
葬
儀
や
墓
の
希
望
な
ど

を
あ
ら
か
じ
め
撮
影
し
て
お

き
『
も
し
も
の
時
は
○
月
○

日
の
動
画
を
見
る
こ
と
』
動

画
撮
影
な
ら
気
軽
に
何
回
で

も
撮
り
直
し
が
で
き
ま
す
」

　
同
様
に
「
遺
影
」
候
補
の

写
真
も
ス
マ
ホ
に
入
れ
て
お

け
ば
良
い
。空
き
家
対
策
パ
ー

ト
ナ
ー
代
表
の
内
藤
久
氏
が

語
る
。「
遺
影
を
準
備
し
て
お

ら
ず
、
適
当
な
写
真
が
見
つ

か
ら
な
く
て
遺
族
が
困
る

ケ
ー
ス
が
多
い
ん
で
す
。
お

気
に
入
り
の
写
真
を
ス
マ
ホ

に
保
存
し
て
お
き
、『
遺
影
は

ス
マ
ホ
内
の
○
月
○
日
の
写

真
を
使
う
こ
と
』
と
メ
モ
を

残
し
て
し
て
お
く
こ
と
を
勧

め
ま
す
。

代
理
人
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
と
呼

ば
れ
る
。
利
用
す
る
に
は
、
ま

ず
預
金
者
本
人
が
銀
行
窓
口

に
出
向
き
、
代
理
人
を
指
名
す

る
。
預
金
者
の
認
知
能
力
に
問

題
が
な
い
間
は
預
金
者
自
身
が

取
引
を
行
う
が
、
認
知
症
を
発

症
し
た
ら
、
指
名
さ
れ
た
代
理

人
が
銀
行
に
診
断
書
を
提
出

し
て
、
取
引
が
始
め
ら
れ
る
の

だ
。
ほ
と
ん
ど
の
銀
行
で
手
数

料
は
無
料
だ
。「
た
だ
し
、
銀

行
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
な
か
に
は
代
理

人
の
指
名
制
度
が
な
い
銀
行
も

あ
り
ま
す
」
た
と
え
ば
、
代
理

人
に
よ
る
取
引
の
開
始
を
「
預

金
者
の
認
知
・
判
断
機
能
が
低

下
し
た
と
き
」
に
限
る
銀
行
も

あ
れ
ば
、「
預
金
者
が
銀
行
窓

口
や
A
T
M
に
来
店
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
」
と
す
る
銀
行
も

あ
る
。
親
が
利
用
す
る
銀
行
で

代
理
人
が
で
き
る
こ
と
、で
き

な
い
こ
と
な
ど
を
確
認
し
よ

う
。
認
知
機
能
が
低
下
し
て
か

ら
で
は
、
代
理
人
の
指
名
は
で

き
ま
せ
ん
。
早
め
の
手
続
き
が

肝
心
で
す
。

2
0
2
5
年
4
月
4
日
女
性
自
身

認
知
症
に
な
る
と
親
の
口
座
は
凍
結

元
気
な
う
ち
に
や
っ
て
お
き
た
い

「
代
理
人
指
名
」と
は
？

2
0
2
5
年
4
月
6
日

マ
ネ
ー
ポ
ス
ト
W
E
B

葬
儀
の
生
前
準
備

手
間
を
減
ら
す
に
は
ス
マ
ホ
が
便
利

●
祖
父
の
火
葬
中
、ス
マ
ホ
に

通
知
音
♪
。
見
る
と
、な
ん
と

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
！
一
瞬

ゾ
ッ
と
し
た
が
、「
あ
っ
！
そ
れ

わ
た
し
」と
手
を
挙
げ
た
祖
母
、

聞
け
ば
祖
父
の
交
友
関
係
を
確

認
し
て
い
た
ス
マ
ホ
か
ら
誤
っ

て
送
信
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

●
ウ
チ
の
お
墓
、
狭
い
区
画
に

大
き
め
の
墓
石
が
並
び
都
心
の

ビ
ル
群
を
思
わ
せ
る
。
よ
く
見

る
と
…
「
あ
れ
…
な
ん
か
少
し

ナ
ナ
メ
っ
て
な
い
…
？
」
地
震

や
雨
で
徐
々
に
傾
い
て
し
ま
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。「
こ
の
ま
ま
い

く
と
お
墓
ド
ミ
ノ
が
起
こ
る
か

も
…
」と
心
配
に
な
る
。

●
墓
地
に
は
、
見
た
こ
と
も
な

い
虫
が
絶
対
い
る
。「
な
に
こ
の

カ
ラ
フ
ル
な
バ
ッ
タ
！
？
」「
こ

の
ク
モ
、で
か
す
ぎ
な
い
！
？
」

普
段
見
か
け
な
い
不
思
議
な
生

き
物
が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し
て
い
る
。

さ
な
が
ら
小
さ
な
ジ
ェ
ラ
シ
ッ

ク
パ
ー
ク
の
よ
う
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

454647

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

斎
場
敷
地
内
に

本
格
コ
ー
ヒ
ー
店

富
士
宮
市
の
葬
儀
業
「
藤

原
」
は
、
同
市
若
の
宮
町
の
葬

儀
場「
若
の
宮
ホ
ー
ル
あ
か
り
」

敷
地
内
に
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店

「
A
k
a
r
i
C
o
f
f
e
e
富

士
宮
焙
煎
所
」
を
開
業
。コ
ー

ヒ
ー
を
き
っ
か
け
と
し
た
、
葬

儀
や
終
活
を
気
軽
に
相
談
で
き

る
施
設
を
目
指
す
。

　
同
葬
儀
場
の
前
施
設
の
老
朽

化
に
伴
う
建
て
替
え
を
機
に
、

敷
地
内
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
中
心

の
焙
煎
所
を
新
設
し
た
。
静
岡

県
内
で
は
珍
し
い
と
い
う
熱
風

式
の
焙
煎
機
を
導
入
し
、
ブ
レ

ン
ド
を
含
む
5
種
類
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
や
ド
リ
ン
ク
、フ
ー
ド

を
販
売
す
る
。

ひ
そ
か
に「
宇
宙
人
」

量
産
中
…
　
長
崎
・

五
島
の
葬
儀
社
役
員

　
長
崎
県
五
島
市
に
、
ひ
そ
か

に
『
宇
宙
人
』
を
量
産
し
て
い

る
人
物
が
い
る
。
葬
儀
社
役
員

の
浦
善
範
さ
ん
（
４
５
）。
１
９

９
９
年
か
ら
宇
宙
人
型
オ
ブ

ジ
ェ
の
制
作
を
始
め
、こ
れ
ま

で
に
約
１
０
０
体
を
誕
生
さ
せ

た
。
英
国
や
米
国
、
ブ
ラ
ジ
ル

と
い
っ
た
海
外
に
も
嫁
い
で
お

り
、
市
内
に
も
１
０
体
以
上
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
と
い
う
。

　
き
っ
か
け
は
宇
宙
人
の
頭
を

か
た
ど
っ
た
貯
金
箱
。
胴
体
を

付
け
て
み
た
ら
「
面
白
い
」
と

制
作
に
は
ま
っ
た
。
現
在
、
斎

場
の
倉
庫
に
は
約
５
０
体
の

『
居
住
者
』
が
控
え
て
お
り
、「
そ

ろ
そ
ろ
宇
宙
船
が
必
要
か
も
」

と
笑
う
浦
さ
ん
。「
実
は
そ
れ
ほ

ど
宇
宙
に
詳
し
く
も
、
好
き
で

も
な
い
」
と
明
か
し
、「
真
剣
に

Ｕ
Ｆ
Ｏ
談
義
を
持
ち
か
け
ら
れ

る
と
困
る
ん
で
す
」
と
本
音
も

の
ぞ
か
せ
る
。

　
だ
が
、
構
想
は
壮
大
だ
。
市

内
に
８
８
体
の
宇
宙
人
を
配
置

し
、
全
て
を
巡
っ
て
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
、
浦
さ
ん
が
自
ら

宇
宙
人
を
「
謹
製
」
し
て
く
れ

る
と
い
う
「
五
島
宇
宙
人
８
８

カ
所
巡
り
」
プ
ラ
ン
。
さ
ら
に
、

各
地
に
散
ら
ば
っ
た
宇
宙
人
た

ち
が
年
に
一
度
集
結
し
、
市
内

を
練
り
歩
く
「
五
島
宇
宙
人
ま

つ
り
」
も
妄
想
中
だ
。「
経
済
効

果
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

五
島
に
は
ま
だ
僕
の
話
を
分

か
っ
て
く
れ
る
人
が
８
８
人
い

ま
せ
ん
」
と
嘆
く
。

　
そ
ん
な
『
宇
宙
活
動
』
の
地

域
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
の
が
、
武

家
屋
敷
通
り
の
所
有
地
に
設
置

し
て
い
た「
宇
宙
人
タ
カ
シ
君
」。

し
か
し
今
月
、
風
雨
で
痛
み
が

激
し
く
な
り
、
撤
去
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
「
宇
宙

人
は
ど
こ
に
！
？
」
と
市
民
か

ら
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、

ち
ょ
っ
と
し
た
騒
ぎ
に
。
近
く

の
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
の
ス
タ
ッ
フ

や
保
育
園
の
先
生
、
葬
儀
の
参

列
者
に
も
心
配
さ
れ
、「
最
初

は
抵
抗
が
あ
っ
た
け
ど
、い
な

く
な
る
と
寂
し
い
」
と
ま
で
言

わ
れ
た
と
い
う
。
葬
儀
社
の
仕

事
中
に
「
喪
家
か
ら
『
宇
宙
人

に
会
い
た
い
』
と
頼
ま
れ
た
り
、

家
族
が
葬
儀
前
に
２
シ
ョ
ッ
ト

写
真
を
撮
る
こ
と
も
あ
る
」
ら

し
く
、『
宇
宙
人
文
化
』
の
浸
透

が
う
か
が
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

披
露
す
る
。

　
浦
さ
ん
の
車
の
助
手
席
に

は
、
制
作
当
初
か
ら
四
半
世
紀

以
上
連
れ
添
う
相
棒
「
宇
宙
人

ヒ
ロ
シ
君
」
が
健
在
。
今
日
も

無
言
で
寄
り
添
い
な
が
ら
、い

つ
か
市
内
を
練
り
歩
く
日
を
、

緩
や
か
に
夢
見
て
い
る
。

2
0
2
5
年
5
月
1
3
日
　
静
岡
新
聞
社

2
0
2
5
年
5
月
2
4
日  

長
崎
新
聞
　

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

形見分け
思い出話
時忘れ

（男性 60代 蛮句）

相続の
実家は草が
守ってる

（男性 60代 小次郎）

相続を
放棄するにも
金が要り

（男性 50代 クリケット）

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

(6)  (6)  

　「
介
護
費
用
は
親
の
資
産

か
ら
捻
出
す
る
の
が
原
則
で

す
。
し
か
し
、
親
が
認
知
症

に
な
っ
た
ら
、
親
の
預
金
口

座
な
ど
は
凍
結
さ
れ
、
引
き

出
せ
な
く
な
り
ま
す
。
急
ぎ

対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」
そ
う
指
摘
す
る
の
は
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
山
中
伸
枝
さ
ん
。

　
日
本
証
券
業
協
会
は

2
0
2
5
年
2
月
、
認
知
症

患
者
の
た
め
に
「
家
族
サ

ポ
ー
ト
証
券
口
座
」
と
い
う

新
た
な
仕
組
み
を
構
築
し

た
。こ
れ
を
使
え
ば
、
親
が

認
知
症
に
な
っ
た
後
も
子
ど

も
な
ど
が
代
理
人
と
な
っ
て

親
の
資
産
運
用
を
続
け
ら
れ

る
。
ま
た
、
銀
行
や
保
険
会

社
に
も
、
あ
ら
か
じ
め
代
理

人
を
指
名
す
る
制
度
が
あ
る

よ
う
だ
。

親
の
資
産
を
守
る
た
め

に
、
子
ど
も
は
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
。
自
身
も
親
の
財

産
の
把
握
や
整
理
に
着
手
し

た
と
い
う
山
中
さ
ん
に
聞
い

た
。「
親
が
認
知
症
に
な
っ
て

も
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗

証
番
号
が
あ
れ
ば
A
T
M
か

ら
出
金
で
き
る
と
考
え
て
い

る
人
が
い
ま
す
が
、
本
来
は

N
G
で
す
」
最
近
は
た
と
え

妻
で
も
、
銀
行
窓
口
で
夫
名

義
の
口
座
か
ら
出
金
で
き
な

い
と
こ
ろ
も
多
い
。
親
の
口
座

も
同
じ
だ
と
い
う
。
た
だ
高

齢
者
は
認
知
機
能
の
衰
え
の

ほ
か
、
病
気
な
ど
で
入
院
す

る
こ
と
も
増
え
て
く
る
。「
そ

う
し
た
事
態
に
備
え
て
、
預

金
者
本
人
の
認
知
機
能
が
確

か
な
う
ち
に
、『
代
理
人
』
を

あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
仕
組

み
が
あ
り
ま
す
」（
山
中
さ
ん
）

　
名
称
は
銀
行
に
よ
る
が
、

み
ず
ほ
銀
行
で
は
「
代
理
人

予
約
サ
ー
ビ
ス
」、
三
菱

U
F
J
銀
行
で
は
「
予
約
型

　
残
さ
れ
た
家
族
へ
の
負
担

を
減
ら
す
た
め
に
も
、
生
前

整
理
は
や
っ
て
お
き
た
い
も

の
。
し
っ
か
り
や
ろ
う
と
す

る
と
手
間
が
か
か
る
の
で

や
っ
か
い
だ
が
、
重
要
な
の

は
最
低
限
や
る
べ
き
要
点
」

を
押
さ
え
る
こ
と
だ
。
関
西

ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
代
表
で

真
言
宗
の
僧
侶
で
も
あ
る
亀

澤
範
行
氏
が
語
る
。「
年
賀

状
な
ど
か
ら
故
人
の
交
友
関

係
を
探
っ
て
案
内
状
を
送
付

す
る
の
は
ひ
と
苦
労
で
す
。

今
は
年
賀
状
じ
ま
い
を
す
る

人
が
増
え
る
一
方
、7
0
代

の
8
割
以
上
が
ス
マ
ホ
を
持

つ
時
代
な
の
で
、ス
マ
ホ
に

葬
儀
に
呼
び
た
い
人
を
ま
と

め
て
お
く
の
が
楽
で
し
ょ
う
。

い
ち
い
ち
住
所
を
打
ち
込
ん

で
い
く
の
で
は
な
く
、
呼
ぶ

人
の
年
賀
状
な
ど
住
所
が
記

載
さ
れ
て
い
る
ハ
ガ
キ
を
写

真
に
撮
っ
て
フ
ォ
ル
ダ
に
保

存
し
て
お
く
と
手
間
も
省
け

ま
す
」。

　
メ
モ
と
し
て
文
字
を
残
す

こ
と
が
億
劫
な
人
は
、
動
画

で
残
す
方
法
も
あ
る
言
う
。

「
ス
マ
ホ
の
動
画
で
自
撮
り
し

て
、
参
列
者
や
遺
影
に
つ
い

て
、
葬
儀
や
墓
の
希
望
な
ど

を
あ
ら
か
じ
め
撮
影
し
て
お

き
『
も
し
も
の
時
は
○
月
○

日
の
動
画
を
見
る
こ
と
』
動

画
撮
影
な
ら
気
軽
に
何
回
で

も
撮
り
直
し
が
で
き
ま
す
」

　
同
様
に
「
遺
影
」
候
補
の

写
真
も
ス
マ
ホ
に
入
れ
て
お

け
ば
良
い
。空
き
家
対
策
パ
ー

ト
ナ
ー
代
表
の
内
藤
久
氏
が

語
る
。「
遺
影
を
準
備
し
て
お

ら
ず
、
適
当
な
写
真
が
見
つ

か
ら
な
く
て
遺
族
が
困
る

ケ
ー
ス
が
多
い
ん
で
す
。
お

気
に
入
り
の
写
真
を
ス
マ
ホ

に
保
存
し
て
お
き
、『
遺
影
は

ス
マ
ホ
内
の
○
月
○
日
の
写

真
を
使
う
こ
と
』
と
メ
モ
を

残
し
て
し
て
お
く
こ
と
を
勧

め
ま
す
。

代
理
人
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
と
呼

ば
れ
る
。
利
用
す
る
に
は
、
ま

ず
預
金
者
本
人
が
銀
行
窓
口

に
出
向
き
、
代
理
人
を
指
名
す

る
。
預
金
者
の
認
知
能
力
に
問

題
が
な
い
間
は
預
金
者
自
身
が

取
引
を
行
う
が
、
認
知
症
を
発

症
し
た
ら
、
指
名
さ
れ
た
代
理

人
が
銀
行
に
診
断
書
を
提
出

し
て
、
取
引
が
始
め
ら
れ
る
の

だ
。
ほ
と
ん
ど
の
銀
行
で
手
数

料
は
無
料
だ
。「
た
だ
し
、
銀

行
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
な
か
に
は
代
理

人
の
指
名
制
度
が
な
い
銀
行
も

あ
り
ま
す
」
た
と
え
ば
、
代
理

人
に
よ
る
取
引
の
開
始
を
「
預

金
者
の
認
知
・
判
断
機
能
が
低

下
し
た
と
き
」
に
限
る
銀
行
も

あ
れ
ば
、「
預
金
者
が
銀
行
窓

口
や
A
T
M
に
来
店
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
」
と
す
る
銀
行
も

あ
る
。
親
が
利
用
す
る
銀
行
で

代
理
人
が
で
き
る
こ
と
、で
き

な
い
こ
と
な
ど
を
確
認
し
よ

う
。
認
知
機
能
が
低
下
し
て
か

ら
で
は
、
代
理
人
の
指
名
は
で

き
ま
せ
ん
。
早
め
の
手
続
き
が

肝
心
で
す
。

2
0
2
5
年
4
月
4
日
女
性
自
身

認
知
症
に
な
る
と
親
の
口
座
は
凍
結

元
気
な
う
ち
に
や
っ
て
お
き
た
い

「
代
理
人
指
名
」と
は
？

2
0
2
5
年
4
月
6
日

マ
ネ
ー
ポ
ス
ト
W
E
B

葬
儀
の
生
前
準
備

手
間
を
減
ら
す
に
は
ス
マ
ホ
が
便
利

●
祖
父
の
火
葬
中
、ス
マ
ホ
に

通
知
音
♪
。
見
る
と
、な
ん
と

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
！
一
瞬

ゾ
ッ
と
し
た
が
、「
あ
っ
！
そ
れ

わ
た
し
」と
手
を
挙
げ
た
祖
母
、

聞
け
ば
祖
父
の
交
友
関
係
を
確

認
し
て
い
た
ス
マ
ホ
か
ら
誤
っ

て
送
信
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

●
ウ
チ
の
お
墓
、
狭
い
区
画
に

大
き
め
の
墓
石
が
並
び
都
心
の

ビ
ル
群
を
思
わ
せ
る
。
よ
く
見

る
と
…
「
あ
れ
…
な
ん
か
少
し

ナ
ナ
メ
っ
て
な
い
…
？
」
地
震

や
雨
で
徐
々
に
傾
い
て
し
ま
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。「
こ
の
ま
ま
い

く
と
お
墓
ド
ミ
ノ
が
起
こ
る
か

も
…
」と
心
配
に
な
る
。

●
墓
地
に
は
、
見
た
こ
と
も
な

い
虫
が
絶
対
い
る
。「
な
に
こ
の

カ
ラ
フ
ル
な
バ
ッ
タ
！
？
」「
こ

の
ク
モ
、で
か
す
ぎ
な
い
！
？
」

普
段
見
か
け
な
い
不
思
議
な
生

き
物
が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し
て
い
る
。

さ
な
が
ら
小
さ
な
ジ
ェ
ラ
シ
ッ

ク
パ
ー
ク
の
よ
う
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド
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率先励行   葬儀会館の取組み

斎
場
敷
地
内
に

本
格
コ
ー
ヒ
ー
店

富
士
宮
市
の
葬
儀
業
「
藤

原
」
は
、
同
市
若
の
宮
町
の
葬

儀
場「
若
の
宮
ホ
ー
ル
あ
か
り
」

敷
地
内
に
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店

「
A
k
a
r
i
C
o
f
f
e
e
富

士
宮
焙
煎
所
」
を
開
業
。コ
ー

ヒ
ー
を
き
っ
か
け
と
し
た
、
葬

儀
や
終
活
を
気
軽
に
相
談
で
き

る
施
設
を
目
指
す
。

　
同
葬
儀
場
の
前
施
設
の
老
朽

化
に
伴
う
建
て
替
え
を
機
に
、

敷
地
内
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
中
心

の
焙
煎
所
を
新
設
し
た
。
静
岡

県
内
で
は
珍
し
い
と
い
う
熱
風

式
の
焙
煎
機
を
導
入
し
、
ブ
レ

ン
ド
を
含
む
5
種
類
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
や
ド
リ
ン
ク
、フ
ー
ド

を
販
売
す
る
。

ひ
そ
か
に「
宇
宙
人
」

量
産
中
…
　
長
崎
・

五
島
の
葬
儀
社
役
員

　
長
崎
県
五
島
市
に
、
ひ
そ
か

に
『
宇
宙
人
』
を
量
産
し
て
い

る
人
物
が
い
る
。
葬
儀
社
役
員

の
浦
善
範
さ
ん
（
４
５
）。
１
９

９
９
年
か
ら
宇
宙
人
型
オ
ブ

ジ
ェ
の
制
作
を
始
め
、こ
れ
ま

で
に
約
１
０
０
体
を
誕
生
さ
せ

た
。
英
国
や
米
国
、
ブ
ラ
ジ
ル

と
い
っ
た
海
外
に
も
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り
、
市
内
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も
１
０
体
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上
を

プ
レ
ゼ
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ト
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い
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。

　
き
っ
か
け
は
宇
宙
人
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頭
を

か
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貯
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。
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を
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「
面
白
い
」
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。
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在
、
斎

場
の
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庫
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約
５
０
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『
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住
者
』
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り
、「
そ

ろ
そ
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宇
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船
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も
」
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浦
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ん
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宇
宙
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詳
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く
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、
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い
」
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し
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に

Ｕ
Ｆ
Ｏ
談
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。
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８
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を
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っ
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８
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。
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内
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緩
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に
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。

2
0
2
5
年
5
月
1
3
日
　
静
岡
新
聞
社

2
0
2
5
年
5
月
2
4
日  

長
崎
新
聞
　

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

形見分け
思い出話
時忘れ

（男性 60代 蛮句）

相続の
実家は草が
守ってる

（男性 60代 小次郎）

相続を
放棄するにも
金が要り

（男性 50代 クリケット）



(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

平
成
十
九
年（
ニ
〇
〇
七
年
）

慶
長
十
六
年（一六一一年
）

昭
和
三
十
七
年（一九
六
二
年
）

昭
和
六
十
二
年（一九
八
七
年
）

万
治
三
年（一六
六
〇
年
）

昭
和
三
十
七
年（一九
六
二
年
）

令
和
二
年（
二
〇
二
〇
年
）

寛
政
四
年（一七
九
二
年
）

平
成
四
年（一九
九
二
年
）

平
成
三
年（一九
九一年
）

明
治
四
十
三
年（一九一〇
年
）

元
治
元
年（一八
六
四
年
）

大
正
八
年（一九一九
年
）

昭
和
六
十
三
年（一九
八
八
年
）

昭
和
十
三
年（一九
三
八
年
）

平
成
六
年（一九
九
四
年
）

平
成
四
年（一九
九
二
年
）

令
和
三
年（
二
〇
二一年
）

昭
和
五
十
二
年（一九
七
七
年
）

元
治
元
年（一八
六
四
年
）

昭
和
十
四
年（一九
三
九
年
）

明
治
三
十
三
年（一九
〇
〇
年
）

昭
和
三
十
八
年（一九
六
三
年
）

安
政
五
年（一八
五
八
年
）

明
治
三
十
三
年（一九
〇
〇
年
）

昭
和
十
八
年（一九
四
三
年
）

平
成
十
五
年（
二
〇
〇
三
年
）

平
成
二
十
三
年（
二
〇一一年
）

平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
年
）

平
成
二
十
六
年（
二
〇一四
年
）

昭
和
四
十
年（一九
六
五
年
）

阿
久
悠（
作
詞
家
・
放
送
作
家
）

加
藤
清
正（
武
将
・
大
名
）

リ
チ
ャ
ー
ド
・ア
ー
ク
ラ
イ
ト（
発
明
家
）

松
本
清
張（
小
説
家
）

本
田
宗
一郎（
実
業
家
・
技
術
者
）

エルヴィス・プレスリ
ー（
ミュー
ジ
シャン
）

笑
福
亭
仁
鶴（
落
語
家
）

ジ
ョン・ス
タ
ー
ジェス（
映
画
監
督
）

〜

ラ
イ
ナ
ス・ポ
ー
リ
ン
グ（
化
学
者
）

久
坂
玄
瑞（
幕
末
の
志
士
）

久
慈
次
郎（
野
球
選
手
）

島
崎
藤
村（
詩
人
・
小
説
家
）

黒
田
清
隆（
武
士
・
政
治
家
）

島
津
斉
彬（
大
名
）

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ・ニ
ー
チ
ェ（
哲
学
者
）

ナ
ン
シ
ー
梅
木（
女
優
・
歌
手
）

滝
口
順
平（
声
優
・ナ
レ
ー
タ
ー
）

チ
ャ
ー
ル
ズ・ブ
ロ
ン
ソ
ン（
俳
優
）

ジ
ョル
ジ
ュ・ブ
ラ
ッ
ク（
画
家
）

米
倉
斉
加
年（
俳
優
）

ル・コ
ル
ビ
ュジ
エ（
建
築
家
）

デ
ィ
エ
ゴ・ベ
ラ
ス
ケ
ス（
画
家
）

岸
信
介（
政
治
家
）

柳
田
國
男（
民
俗
学
者
）

ヘルマ
ン・ヘッ
セ（
作
家
）

渡
哲
也（
俳
優
）

ア
ン
ド
リ
ュ
ー・カ
ー
ネ
ギ
ー（
実
業
家
）

佐
久
間
象
山（
兵
学
者
・
思
想
家
）

フロー
レンス・ナ
イ
チンゲ
ー
ル（
看
護
教
育
者
）

エ
ン
ツ
ォ・フェラ
ー
リ（
実
業
家
）

ニコ
ラ・ロ
メ
オ（
実
業
家
）

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

一
日
（
金
）

二
日
（
土
）

三

日
（
日
）

四

日
（
月
）

五

日
（
火
）

六

日
（
水
）

七

日
（
木
）

八

日
（
金
）

九

日
（
土
）

十

日
（
日
）

十
一
日（
月
）

十
二
日（
火
）

十
三
日（
水
）

十
四
日（
木
）

十
五
日（
金
）

十
六
日
（
土
）

十
七
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日
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二
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二
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三
十
一日（
日
）
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九
日（
金
）

三
十
日
（
土
）

二
十
八
日（
木
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三
十
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日
）

(5)  (4)  



(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

平
成
十
九
年（
ニ
〇
〇
七
年
）

慶
長
十
六
年（一六一一年
）

昭
和
三
十
七
年（一九
六
二
年
）

昭
和
六
十
二
年（一九
八
七
年
）

万
治
三
年（一六
六
〇
年
）

昭
和
三
十
七
年（一九
六
二
年
）

令
和
二
年（
二
〇
二
〇
年
）

寛
政
四
年（一七
九
二
年
）

平
成
四
年（一九
九
二
年
）

平
成
三
年（一九
九一年
）

明
治
四
十
三
年（一九一〇
年
）

元
治
元
年（一八
六
四
年
）

大
正
八
年（一九一九
年
）

昭
和
六
十
三
年（一九
八
八
年
）

昭
和
十
三
年（一九
三
八
年
）

平
成
六
年（一九
九
四
年
）

平
成
四
年（一九
九
二
年
）

令
和
三
年（
二
〇
二一年
）

昭
和
五
十
二
年（一九
七
七
年
）

元
治
元
年（一八
六
四
年
）

昭
和
十
四
年（一九
三
九
年
）

明
治
三
十
三
年（一九
〇
〇
年
）

昭
和
三
十
八
年（一九
六
三
年
）

安
政
五
年（一八
五
八
年
）

明
治
三
十
三
年（一九
〇
〇
年
）

昭
和
十
八
年（一九
四
三
年
）

平
成
十
五
年（
二
〇
〇
三
年
）

平
成
二
十
三
年（
二
〇一一年
）

平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
年
）

平
成
二
十
六
年（
二
〇一四
年
）

昭
和
四
十
年（一九
六
五
年
）

阿
久
悠（
作
詞
家
・
放
送
作
家
）

加
藤
清
正（
武
将
・
大
名
）

リ
チ
ャ
ー
ド
・ア
ー
ク
ラ
イ
ト（
発
明
家
）

松
本
清
張（
小
説
家
）

本
田
宗
一郎（
実
業
家
・
技
術
者
）

エルヴィス・プレスリ
ー（
ミュー
ジ
シャン
）

笑
福
亭
仁
鶴（
落
語
家
）

ジ
ョン・ス
タ
ー
ジェス（
映
画
監
督
）

〜

ラ
イ
ナ
ス・ポ
ー
リ
ン
グ（
化
学
者
）

久
坂
玄
瑞（
幕
末
の
志
士
）

久
慈
次
郎（
野
球
選
手
）

島
崎
藤
村（
詩
人
・
小
説
家
）

黒
田
清
隆（
武
士
・
政
治
家
）

島
津
斉
彬（
大
名
）

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ・ニ
ー
チ
ェ（
哲
学
者
）

ナ
ン
シ
ー
梅
木（
女
優
・
歌
手
）

滝
口
順
平（
声
優
・ナ
レ
ー
タ
ー
）

チ
ャ
ー
ル
ズ・ブ
ロ
ン
ソ
ン（
俳
優
）

ジ
ョル
ジ
ュ・ブ
ラ
ッ
ク（
画
家
）

米
倉
斉
加
年（
俳
優
）

ル・コ
ル
ビ
ュジ
エ（
建
築
家
）

デ
ィ
エ
ゴ・ベ
ラ
ス
ケ
ス（
画
家
）

岸
信
介（
政
治
家
）

柳
田
國
男（
民
俗
学
者
）

ヘルマ
ン・ヘッ
セ（
作
家
）

渡
哲
也（
俳
優
）

ア
ン
ド
リ
ュ
ー・カ
ー
ネ
ギ
ー（
実
業
家
）

佐
久
間
象
山（
兵
学
者
・
思
想
家
）

フロー
レンス・ナ
イ
チンゲ
ー
ル（
看
護
教
育
者
）

エ
ン
ツ
ォ・フェラ
ー
リ（
実
業
家
）

ニコ
ラ・ロ
メ
オ（
実
業
家
）

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

一
日
（
金
）

二
日
（
土
）

三

日
（
日
）

四

日
（
月
）

五

日
（
火
）

六

日
（
水
）

七

日
（
木
）

八

日
（
金
）

九

日
（
土
）

十

日
（
日
）

十
一
日（
月
）

十
二
日（
火
）

十
三
日（
水
）

十
四
日（
木
）

十
五
日（
金
）

十
六
日
（
土
）

十
七
日
（
日
）

十
八
日
（
月
）

十
九
日
（
火
）

二
十
日
（
水
）

二
十
一日（
木
）

二
十
三
日（
土
）

二
十
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日（
日
）

二
十
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日（
月
）

二
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六
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火
）

二
十
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日（
水
）

二
十
二
日（
金
）

二
十
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日（
金
）

三
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日
（
土
）

二
十
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日（
木
）

三
十
一日（
日
）
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建
築
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画
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）

岸
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）

柳
田
國
男（
民
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学
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）

ヘルマ
ン・ヘッ
セ（
作
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）
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）

ア
ン
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ー・カ
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ギ
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実
業
家
）

佐
久
間
象
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想
家
）
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看
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）
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）
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）
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(6)  (6)  

　「
介
護
費
用
は
親
の
資
産

か
ら
捻
出
す
る
の
が
原
則
で

す
。
し
か
し
、
親
が
認
知
症

に
な
っ
た
ら
、
親
の
預
金
口

座
な
ど
は
凍
結
さ
れ
、
引
き

出
せ
な
く
な
り
ま
す
。
急
ぎ

対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」
そ
う
指
摘
す
る
の
は
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
山
中
伸
枝
さ
ん
。

　
日
本
証
券
業
協
会
は

2
0
2
5
年
2
月
、
認
知
症

患
者
の
た
め
に
「
家
族
サ

ポ
ー
ト
証
券
口
座
」
と
い
う

新
た
な
仕
組
み
を
構
築
し

た
。こ
れ
を
使
え
ば
、
親
が

認
知
症
に
な
っ
た
後
も
子
ど

も
な
ど
が
代
理
人
と
な
っ
て

親
の
資
産
運
用
を
続
け
ら
れ

る
。
ま
た
、
銀
行
や
保
険
会

社
に
も
、
あ
ら
か
じ
め
代
理

人
を
指
名
す
る
制
度
が
あ
る

よ
う
だ
。

親
の
資
産
を
守
る
た
め

に
、
子
ど
も
は
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
。
自
身
も
親
の
財

産
の
把
握
や
整
理
に
着
手
し

た
と
い
う
山
中
さ
ん
に
聞
い

た
。「
親
が
認
知
症
に
な
っ
て

も
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗

証
番
号
が
あ
れ
ば
A
T
M
か

ら
出
金
で
き
る
と
考
え
て
い

る
人
が
い
ま
す
が
、
本
来
は

N
G
で
す
」
最
近
は
た
と
え

妻
で
も
、
銀
行
窓
口
で
夫
名

義
の
口
座
か
ら
出
金
で
き
な

い
と
こ
ろ
も
多
い
。
親
の
口
座

も
同
じ
だ
と
い
う
。
た
だ
高

齢
者
は
認
知
機
能
の
衰
え
の

ほ
か
、
病
気
な
ど
で
入
院
す

る
こ
と
も
増
え
て
く
る
。「
そ

う
し
た
事
態
に
備
え
て
、
預

金
者
本
人
の
認
知
機
能
が
確

か
な
う
ち
に
、『
代
理
人
』
を

あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
仕
組

み
が
あ
り
ま
す
」（
山
中
さ
ん
）

　
名
称
は
銀
行
に
よ
る
が
、

み
ず
ほ
銀
行
で
は
「
代
理
人

予
約
サ
ー
ビ
ス
」、
三
菱

U
F
J
銀
行
で
は
「
予
約
型

　
残
さ
れ
た
家
族
へ
の
負
担

を
減
ら
す
た
め
に
も
、
生
前

整
理
は
や
っ
て
お
き
た
い
も

の
。
し
っ
か
り
や
ろ
う
と
す

る
と
手
間
が
か
か
る
の
で

や
っ
か
い
だ
が
、
重
要
な
の

は
最
低
限
や
る
べ
き
要
点
」

を
押
さ
え
る
こ
と
だ
。
関
西

ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
代
表
で

真
言
宗
の
僧
侶
で
も
あ
る
亀

澤
範
行
氏
が
語
る
。「
年
賀

状
な
ど
か
ら
故
人
の
交
友
関

係
を
探
っ
て
案
内
状
を
送
付

す
る
の
は
ひ
と
苦
労
で
す
。

今
は
年
賀
状
じ
ま
い
を
す
る

人
が
増
え
る
一
方
、7
0
代

の
8
割
以
上
が
ス
マ
ホ
を
持

つ
時
代
な
の
で
、ス
マ
ホ
に

葬
儀
に
呼
び
た
い
人
を
ま
と

め
て
お
く
の
が
楽
で
し
ょ
う
。

い
ち
い
ち
住
所
を
打
ち
込
ん

で
い
く
の
で
は
な
く
、
呼
ぶ

人
の
年
賀
状
な
ど
住
所
が
記

載
さ
れ
て
い
る
ハ
ガ
キ
を
写

真
に
撮
っ
て
フ
ォ
ル
ダ
に
保

存
し
て
お
く
と
手
間
も
省
け

ま
す
」。

　
メ
モ
と
し
て
文
字
を
残
す

こ
と
が
億
劫
な
人
は
、
動
画

で
残
す
方
法
も
あ
る
言
う
。

「
ス
マ
ホ
の
動
画
で
自
撮
り
し

て
、
参
列
者
や
遺
影
に
つ
い

て
、
葬
儀
や
墓
の
希
望
な
ど

を
あ
ら
か
じ
め
撮
影
し
て
お

き
『
も
し
も
の
時
は
○
月
○

日
の
動
画
を
見
る
こ
と
』
動

画
撮
影
な
ら
気
軽
に
何
回
で

も
撮
り
直
し
が
で
き
ま
す
」

　
同
様
に
「
遺
影
」
候
補
の

写
真
も
ス
マ
ホ
に
入
れ
て
お

け
ば
良
い
。空
き
家
対
策
パ
ー

ト
ナ
ー
代
表
の
内
藤
久
氏
が

語
る
。「
遺
影
を
準
備
し
て
お

ら
ず
、
適
当
な
写
真
が
見
つ

か
ら
な
く
て
遺
族
が
困
る

ケ
ー
ス
が
多
い
ん
で
す
。
お

気
に
入
り
の
写
真
を
ス
マ
ホ

に
保
存
し
て
お
き
、『
遺
影
は

ス
マ
ホ
内
の
○
月
○
日
の
写

真
を
使
う
こ
と
』
と
メ
モ
を

残
し
て
し
て
お
く
こ
と
を
勧

め
ま
す
。

代
理
人
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
と
呼

ば
れ
る
。
利
用
す
る
に
は
、
ま

ず
預
金
者
本
人
が
銀
行
窓
口

に
出
向
き
、
代
理
人
を
指
名
す

る
。
預
金
者
の
認
知
能
力
に
問

題
が
な
い
間
は
預
金
者
自
身
が

取
引
を
行
う
が
、
認
知
症
を
発

症
し
た
ら
、
指
名
さ
れ
た
代
理

人
が
銀
行
に
診
断
書
を
提
出

し
て
、
取
引
が
始
め
ら
れ
る
の

だ
。
ほ
と
ん
ど
の
銀
行
で
手
数

料
は
無
料
だ
。「
た
だ
し
、
銀

行
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
な
か
に
は
代
理

人
の
指
名
制
度
が
な
い
銀
行
も

あ
り
ま
す
」
た
と
え
ば
、
代
理

人
に
よ
る
取
引
の
開
始
を
「
預

金
者
の
認
知
・
判
断
機
能
が
低

下
し
た
と
き
」
に
限
る
銀
行
も

あ
れ
ば
、「
預
金
者
が
銀
行
窓

口
や
A
T
M
に
来
店
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
」
と
す
る
銀
行
も

あ
る
。
親
が
利
用
す
る
銀
行
で

代
理
人
が
で
き
る
こ
と
、で
き

な
い
こ
と
な
ど
を
確
認
し
よ

う
。
認
知
機
能
が
低
下
し
て
か

ら
で
は
、
代
理
人
の
指
名
は
で

き
ま
せ
ん
。
早
め
の
手
続
き
が

肝
心
で
す
。

2
0
2
5
年
4
月
4
日
女
性
自
身

認
知
症
に
な
る
と
親
の
口
座
は
凍
結

元
気
な
う
ち
に
や
っ
て
お
き
た
い

「
代
理
人
指
名
」と
は
？

2
0
2
5
年
4
月
6
日

マ
ネ
ー
ポ
ス
ト
W
E
B

葬
儀
の
生
前
準
備

手
間
を
減
ら
す
に
は
ス
マ
ホ
が
便
利

●
祖
父
の
火
葬
中
、ス
マ
ホ
に

通
知
音
♪
。
見
る
と
、な
ん
と

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
！
一
瞬

ゾ
ッ
と
し
た
が
、「
あ
っ
！
そ
れ

わ
た
し
」と
手
を
挙
げ
た
祖
母
、

聞
け
ば
祖
父
の
交
友
関
係
を
確

認
し
て
い
た
ス
マ
ホ
か
ら
誤
っ

て
送
信
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

●
ウ
チ
の
お
墓
、
狭
い
区
画
に

大
き
め
の
墓
石
が
並
び
都
心
の

ビ
ル
群
を
思
わ
せ
る
。
よ
く
見

る
と
…
「
あ
れ
…
な
ん
か
少
し

ナ
ナ
メ
っ
て
な
い
…
？
」
地
震

や
雨
で
徐
々
に
傾
い
て
し
ま
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。「
こ
の
ま
ま
い

く
と
お
墓
ド
ミ
ノ
が
起
こ
る
か

も
…
」と
心
配
に
な
る
。

●
墓
地
に
は
、
見
た
こ
と
も
な

い
虫
が
絶
対
い
る
。「
な
に
こ
の

カ
ラ
フ
ル
な
バ
ッ
タ
！
？
」「
こ

の
ク
モ
、で
か
す
ぎ
な
い
！
？
」

普
段
見
か
け
な
い
不
思
議
な
生

き
物
が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し
て
い
る
。

さ
な
が
ら
小
さ
な
ジ
ェ
ラ
シ
ッ

ク
パ
ー
ク
の
よ
う
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

454647

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

斎
場
敷
地
内
に

本
格
コ
ー
ヒ
ー
店

富
士
宮
市
の
葬
儀
業
「
藤

原
」
は
、
同
市
若
の
宮
町
の
葬

儀
場「
若
の
宮
ホ
ー
ル
あ
か
り
」

敷
地
内
に
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店

「
A
k
a
r
i
C
o
f
f
e
e
富

士
宮
焙
煎
所
」
を
開
業
。コ
ー

ヒ
ー
を
き
っ
か
け
と
し
た
、
葬

儀
や
終
活
を
気
軽
に
相
談
で
き

る
施
設
を
目
指
す
。

　
同
葬
儀
場
の
前
施
設
の
老
朽

化
に
伴
う
建
て
替
え
を
機
に
、

敷
地
内
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
中
心

の
焙
煎
所
を
新
設
し
た
。
静
岡

県
内
で
は
珍
し
い
と
い
う
熱
風

式
の
焙
煎
機
を
導
入
し
、
ブ
レ

ン
ド
を
含
む
5
種
類
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
や
ド
リ
ン
ク
、フ
ー
ド

を
販
売
す
る
。

ひ
そ
か
に「
宇
宙
人
」

量
産
中
…
　
長
崎
・

五
島
の
葬
儀
社
役
員

　
長
崎
県
五
島
市
に
、
ひ
そ
か

に
『
宇
宙
人
』
を
量
産
し
て
い

る
人
物
が
い
る
。
葬
儀
社
役
員

の
浦
善
範
さ
ん
（
４
５
）。
１
９

９
９
年
か
ら
宇
宙
人
型
オ
ブ

ジ
ェ
の
制
作
を
始
め
、こ
れ
ま

で
に
約
１
０
０
体
を
誕
生
さ
せ

た
。
英
国
や
米
国
、
ブ
ラ
ジ
ル

と
い
っ
た
海
外
に
も
嫁
い
で
お

り
、
市
内
に
も
１
０
体
以
上
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
と
い
う
。

　
き
っ
か
け
は
宇
宙
人
の
頭
を

か
た
ど
っ
た
貯
金
箱
。
胴
体
を

付
け
て
み
た
ら
「
面
白
い
」
と

制
作
に
は
ま
っ
た
。
現
在
、
斎

場
の
倉
庫
に
は
約
５
０
体
の

『
居
住
者
』
が
控
え
て
お
り
、「
そ

ろ
そ
ろ
宇
宙
船
が
必
要
か
も
」

と
笑
う
浦
さ
ん
。「
実
は
そ
れ
ほ

ど
宇
宙
に
詳
し
く
も
、
好
き
で

も
な
い
」
と
明
か
し
、「
真
剣
に

Ｕ
Ｆ
Ｏ
談
義
を
持
ち
か
け
ら
れ

る
と
困
る
ん
で
す
」
と
本
音
も

の
ぞ
か
せ
る
。

　
だ
が
、
構
想
は
壮
大
だ
。
市

内
に
８
８
体
の
宇
宙
人
を
配
置

し
、
全
て
を
巡
っ
て
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
、
浦
さ
ん
が
自
ら

宇
宙
人
を
「
謹
製
」
し
て
く
れ

る
と
い
う
「
五
島
宇
宙
人
８
８

カ
所
巡
り
」
プ
ラ
ン
。
さ
ら
に
、

各
地
に
散
ら
ば
っ
た
宇
宙
人
た

ち
が
年
に
一
度
集
結
し
、
市
内

を
練
り
歩
く
「
五
島
宇
宙
人
ま

つ
り
」
も
妄
想
中
だ
。「
経
済
効

果
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

五
島
に
は
ま
だ
僕
の
話
を
分

か
っ
て
く
れ
る
人
が
８
８
人
い

ま
せ
ん
」
と
嘆
く
。

　
そ
ん
な
『
宇
宙
活
動
』
の
地

域
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
の
が
、
武

家
屋
敷
通
り
の
所
有
地
に
設
置

し
て
い
た「
宇
宙
人
タ
カ
シ
君
」。

し
か
し
今
月
、
風
雨
で
痛
み
が

激
し
く
な
り
、
撤
去
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
「
宇
宙

人
は
ど
こ
に
！
？
」
と
市
民
か

ら
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、

ち
ょ
っ
と
し
た
騒
ぎ
に
。
近
く

の
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
の
ス
タ
ッ
フ

や
保
育
園
の
先
生
、
葬
儀
の
参

列
者
に
も
心
配
さ
れ
、「
最
初

は
抵
抗
が
あ
っ
た
け
ど
、い
な

く
な
る
と
寂
し
い
」
と
ま
で
言

わ
れ
た
と
い
う
。
葬
儀
社
の
仕

事
中
に
「
喪
家
か
ら
『
宇
宙
人

に
会
い
た
い
』
と
頼
ま
れ
た
り
、

家
族
が
葬
儀
前
に
２
シ
ョ
ッ
ト

写
真
を
撮
る
こ
と
も
あ
る
」
ら

し
く
、『
宇
宙
人
文
化
』
の
浸
透

が
う
か
が
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

披
露
す
る
。

　
浦
さ
ん
の
車
の
助
手
席
に

は
、
制
作
当
初
か
ら
四
半
世
紀

以
上
連
れ
添
う
相
棒
「
宇
宙
人

ヒ
ロ
シ
君
」
が
健
在
。
今
日
も

無
言
で
寄
り
添
い
な
が
ら
、い

つ
か
市
内
を
練
り
歩
く
日
を
、

緩
や
か
に
夢
見
て
い
る
。

2
0
2
5
年
5
月
1
3
日
　
静
岡
新
聞
社

2
0
2
5
年
5
月
2
4
日  

長
崎
新
聞
　

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

形見分け
思い出話
時忘れ

（男性 60代 蛮句）

相続の
実家は草が
守ってる

（男性 60代 小次郎）

相続を
放棄するにも
金が要り

（男性 50代 クリケット）

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

(6)  (6)  

　「
介
護
費
用
は
親
の
資
産

か
ら
捻
出
す
る
の
が
原
則
で

す
。
し
か
し
、
親
が
認
知
症

に
な
っ
た
ら
、
親
の
預
金
口

座
な
ど
は
凍
結
さ
れ
、
引
き

出
せ
な
く
な
り
ま
す
。
急
ぎ

対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」
そ
う
指
摘
す
る
の
は
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
山
中
伸
枝
さ
ん
。

　
日
本
証
券
業
協
会
は

2
0
2
5
年
2
月
、
認
知
症

患
者
の
た
め
に
「
家
族
サ

ポ
ー
ト
証
券
口
座
」
と
い
う

新
た
な
仕
組
み
を
構
築
し

た
。こ
れ
を
使
え
ば
、
親
が

認
知
症
に
な
っ
た
後
も
子
ど

も
な
ど
が
代
理
人
と
な
っ
て

親
の
資
産
運
用
を
続
け
ら
れ

る
。
ま
た
、
銀
行
や
保
険
会

社
に
も
、
あ
ら
か
じ
め
代
理

人
を
指
名
す
る
制
度
が
あ
る

よ
う
だ
。

親
の
資
産
を
守
る
た
め

に
、
子
ど
も
は
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
。
自
身
も
親
の
財

産
の
把
握
や
整
理
に
着
手
し

た
と
い
う
山
中
さ
ん
に
聞
い

た
。「
親
が
認
知
症
に
な
っ
て

も
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗

証
番
号
が
あ
れ
ば
A
T
M
か

ら
出
金
で
き
る
と
考
え
て
い

る
人
が
い
ま
す
が
、
本
来
は

N
G
で
す
」
最
近
は
た
と
え

妻
で
も
、
銀
行
窓
口
で
夫
名

義
の
口
座
か
ら
出
金
で
き
な

い
と
こ
ろ
も
多
い
。
親
の
口
座

も
同
じ
だ
と
い
う
。
た
だ
高

齢
者
は
認
知
機
能
の
衰
え
の

ほ
か
、
病
気
な
ど
で
入
院
す

る
こ
と
も
増
え
て
く
る
。「
そ

う
し
た
事
態
に
備
え
て
、
預

金
者
本
人
の
認
知
機
能
が
確

か
な
う
ち
に
、『
代
理
人
』
を

あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
仕
組

み
が
あ
り
ま
す
」（
山
中
さ
ん
）

　
名
称
は
銀
行
に
よ
る
が
、

み
ず
ほ
銀
行
で
は
「
代
理
人

予
約
サ
ー
ビ
ス
」、
三
菱

U
F
J
銀
行
で
は
「
予
約
型

　
残
さ
れ
た
家
族
へ
の
負
担

を
減
ら
す
た
め
に
も
、
生
前

整
理
は
や
っ
て
お
き
た
い
も

の
。
し
っ
か
り
や
ろ
う
と
す

る
と
手
間
が
か
か
る
の
で

や
っ
か
い
だ
が
、
重
要
な
の

は
最
低
限
や
る
べ
き
要
点
」

を
押
さ
え
る
こ
と
だ
。
関
西

ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
代
表
で

真
言
宗
の
僧
侶
で
も
あ
る
亀

澤
範
行
氏
が
語
る
。「
年
賀

状
な
ど
か
ら
故
人
の
交
友
関

係
を
探
っ
て
案
内
状
を
送
付

す
る
の
は
ひ
と
苦
労
で
す
。

今
は
年
賀
状
じ
ま
い
を
す
る

人
が
増
え
る
一
方
、7
0
代

の
8
割
以
上
が
ス
マ
ホ
を
持

つ
時
代
な
の
で
、ス
マ
ホ
に

葬
儀
に
呼
び
た
い
人
を
ま
と

め
て
お
く
の
が
楽
で
し
ょ
う
。

い
ち
い
ち
住
所
を
打
ち
込
ん

で
い
く
の
で
は
な
く
、
呼
ぶ

人
の
年
賀
状
な
ど
住
所
が
記

載
さ
れ
て
い
る
ハ
ガ
キ
を
写

真
に
撮
っ
て
フ
ォ
ル
ダ
に
保

存
し
て
お
く
と
手
間
も
省
け

ま
す
」。

　
メ
モ
と
し
て
文
字
を
残
す

こ
と
が
億
劫
な
人
は
、
動
画

で
残
す
方
法
も
あ
る
言
う
。

「
ス
マ
ホ
の
動
画
で
自
撮
り
し

て
、
参
列
者
や
遺
影
に
つ
い

て
、
葬
儀
や
墓
の
希
望
な
ど

を
あ
ら
か
じ
め
撮
影
し
て
お

き
『
も
し
も
の
時
は
○
月
○

日
の
動
画
を
見
る
こ
と
』
動

画
撮
影
な
ら
気
軽
に
何
回
で

も
撮
り
直
し
が
で
き
ま
す
」

　
同
様
に
「
遺
影
」
候
補
の

写
真
も
ス
マ
ホ
に
入
れ
て
お

け
ば
良
い
。空
き
家
対
策
パ
ー

ト
ナ
ー
代
表
の
内
藤
久
氏
が

語
る
。「
遺
影
を
準
備
し
て
お

ら
ず
、
適
当
な
写
真
が
見
つ

か
ら
な
く
て
遺
族
が
困
る

ケ
ー
ス
が
多
い
ん
で
す
。
お

気
に
入
り
の
写
真
を
ス
マ
ホ

に
保
存
し
て
お
き
、『
遺
影
は

ス
マ
ホ
内
の
○
月
○
日
の
写

真
を
使
う
こ
と
』
と
メ
モ
を

残
し
て
し
て
お
く
こ
と
を
勧

め
ま
す
。

代
理
人
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
と
呼

ば
れ
る
。
利
用
す
る
に
は
、
ま

ず
預
金
者
本
人
が
銀
行
窓
口

に
出
向
き
、
代
理
人
を
指
名
す

る
。
預
金
者
の
認
知
能
力
に
問

題
が
な
い
間
は
預
金
者
自
身
が

取
引
を
行
う
が
、
認
知
症
を
発

症
し
た
ら
、
指
名
さ
れ
た
代
理

人
が
銀
行
に
診
断
書
を
提
出

し
て
、
取
引
が
始
め
ら
れ
る
の

だ
。
ほ
と
ん
ど
の
銀
行
で
手
数

料
は
無
料
だ
。「
た
だ
し
、
銀

行
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
な
か
に
は
代
理

人
の
指
名
制
度
が
な
い
銀
行
も

あ
り
ま
す
」
た
と
え
ば
、
代
理

人
に
よ
る
取
引
の
開
始
を
「
預

金
者
の
認
知
・
判
断
機
能
が
低

下
し
た
と
き
」
に
限
る
銀
行
も

あ
れ
ば
、「
預
金
者
が
銀
行
窓

口
や
A
T
M
に
来
店
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
」
と
す
る
銀
行
も

あ
る
。
親
が
利
用
す
る
銀
行
で

代
理
人
が
で
き
る
こ
と
、で
き

な
い
こ
と
な
ど
を
確
認
し
よ

う
。
認
知
機
能
が
低
下
し
て
か

ら
で
は
、
代
理
人
の
指
名
は
で

き
ま
せ
ん
。
早
め
の
手
続
き
が

肝
心
で
す
。

2
0
2
5
年
4
月
4
日
女
性
自
身

認
知
症
に
な
る
と
親
の
口
座
は
凍
結

元
気
な
う
ち
に
や
っ
て
お
き
た
い

「
代
理
人
指
名
」と
は
？

2
0
2
5
年
4
月
6
日

マ
ネ
ー
ポ
ス
ト
W
E
B

葬
儀
の
生
前
準
備

手
間
を
減
ら
す
に
は
ス
マ
ホ
が
便
利

●
祖
父
の
火
葬
中
、ス
マ
ホ
に

通
知
音
♪
。
見
る
と
、な
ん
と

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
！
一
瞬

ゾ
ッ
と
し
た
が
、「
あ
っ
！
そ
れ

わ
た
し
」と
手
を
挙
げ
た
祖
母
、

聞
け
ば
祖
父
の
交
友
関
係
を
確

認
し
て
い
た
ス
マ
ホ
か
ら
誤
っ

て
送
信
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

●
ウ
チ
の
お
墓
、
狭
い
区
画
に

大
き
め
の
墓
石
が
並
び
都
心
の

ビ
ル
群
を
思
わ
せ
る
。
よ
く
見

る
と
…
「
あ
れ
…
な
ん
か
少
し

ナ
ナ
メ
っ
て
な
い
…
？
」
地
震

や
雨
で
徐
々
に
傾
い
て
し
ま
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。「
こ
の
ま
ま
い

く
と
お
墓
ド
ミ
ノ
が
起
こ
る
か

も
…
」と
心
配
に
な
る
。

●
墓
地
に
は
、
見
た
こ
と
も
な

い
虫
が
絶
対
い
る
。「
な
に
こ
の

カ
ラ
フ
ル
な
バ
ッ
タ
！
？
」「
こ

の
ク
モ
、で
か
す
ぎ
な
い
！
？
」

普
段
見
か
け
な
い
不
思
議
な
生

き
物
が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し
て
い
る
。

さ
な
が
ら
小
さ
な
ジ
ェ
ラ
シ
ッ

ク
パ
ー
ク
の
よ
う
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

454647

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

斎
場
敷
地
内
に

本
格
コ
ー
ヒ
ー
店

富
士
宮
市
の
葬
儀
業
「
藤

原
」
は
、
同
市
若
の
宮
町
の
葬

儀
場「
若
の
宮
ホ
ー
ル
あ
か
り
」

敷
地
内
に
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店

「
A
k
a
r
i
C
o
f
f
e
e
富

士
宮
焙
煎
所
」
を
開
業
。コ
ー

ヒ
ー
を
き
っ
か
け
と
し
た
、
葬

儀
や
終
活
を
気
軽
に
相
談
で
き

る
施
設
を
目
指
す
。

　
同
葬
儀
場
の
前
施
設
の
老
朽

化
に
伴
う
建
て
替
え
を
機
に
、

敷
地
内
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
中
心

の
焙
煎
所
を
新
設
し
た
。
静
岡

県
内
で
は
珍
し
い
と
い
う
熱
風

式
の
焙
煎
機
を
導
入
し
、
ブ
レ

ン
ド
を
含
む
5
種
類
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
や
ド
リ
ン
ク
、フ
ー
ド

を
販
売
す
る
。

ひ
そ
か
に「
宇
宙
人
」

量
産
中
…
　
長
崎
・

五
島
の
葬
儀
社
役
員

　
長
崎
県
五
島
市
に
、
ひ
そ
か

に
『
宇
宙
人
』
を
量
産
し
て
い

る
人
物
が
い
る
。
葬
儀
社
役
員

の
浦
善
範
さ
ん
（
４
５
）。
１
９

９
９
年
か
ら
宇
宙
人
型
オ
ブ

ジ
ェ
の
制
作
を
始
め
、こ
れ
ま

で
に
約
１
０
０
体
を
誕
生
さ
せ

た
。
英
国
や
米
国
、
ブ
ラ
ジ
ル

と
い
っ
た
海
外
に
も
嫁
い
で
お

り
、
市
内
に
も
１
０
体
以
上
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
と
い
う
。

　
き
っ
か
け
は
宇
宙
人
の
頭
を

か
た
ど
っ
た
貯
金
箱
。
胴
体
を

付
け
て
み
た
ら
「
面
白
い
」
と

制
作
に
は
ま
っ
た
。
現
在
、
斎

場
の
倉
庫
に
は
約
５
０
体
の

『
居
住
者
』
が
控
え
て
お
り
、「
そ

ろ
そ
ろ
宇
宙
船
が
必
要
か
も
」

と
笑
う
浦
さ
ん
。「
実
は
そ
れ
ほ

ど
宇
宙
に
詳
し
く
も
、
好
き
で

も
な
い
」
と
明
か
し
、「
真
剣
に

Ｕ
Ｆ
Ｏ
談
義
を
持
ち
か
け
ら
れ

る
と
困
る
ん
で
す
」
と
本
音
も

の
ぞ
か
せ
る
。

　
だ
が
、
構
想
は
壮
大
だ
。
市

内
に
８
８
体
の
宇
宙
人
を
配
置

し
、
全
て
を
巡
っ
て
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
、
浦
さ
ん
が
自
ら

宇
宙
人
を
「
謹
製
」
し
て
く
れ

る
と
い
う
「
五
島
宇
宙
人
８
８

カ
所
巡
り
」
プ
ラ
ン
。
さ
ら
に
、

各
地
に
散
ら
ば
っ
た
宇
宙
人
た

ち
が
年
に
一
度
集
結
し
、
市
内

を
練
り
歩
く
「
五
島
宇
宙
人
ま

つ
り
」
も
妄
想
中
だ
。「
経
済
効

果
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

五
島
に
は
ま
だ
僕
の
話
を
分

か
っ
て
く
れ
る
人
が
８
８
人
い

ま
せ
ん
」
と
嘆
く
。

　
そ
ん
な
『
宇
宙
活
動
』
の
地

域
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
の
が
、
武

家
屋
敷
通
り
の
所
有
地
に
設
置

し
て
い
た「
宇
宙
人
タ
カ
シ
君
」。

し
か
し
今
月
、
風
雨
で
痛
み
が

激
し
く
な
り
、
撤
去
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
「
宇
宙

人
は
ど
こ
に
！
？
」
と
市
民
か

ら
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、

ち
ょ
っ
と
し
た
騒
ぎ
に
。
近
く

の
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
の
ス
タ
ッ
フ

や
保
育
園
の
先
生
、
葬
儀
の
参

列
者
に
も
心
配
さ
れ
、「
最
初

は
抵
抗
が
あ
っ
た
け
ど
、い
な

く
な
る
と
寂
し
い
」
と
ま
で
言

わ
れ
た
と
い
う
。
葬
儀
社
の
仕

事
中
に
「
喪
家
か
ら
『
宇
宙
人

に
会
い
た
い
』
と
頼
ま
れ
た
り
、

家
族
が
葬
儀
前
に
２
シ
ョ
ッ
ト

写
真
を
撮
る
こ
と
も
あ
る
」
ら

し
く
、『
宇
宙
人
文
化
』
の
浸
透

が
う
か
が
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

披
露
す
る
。

　
浦
さ
ん
の
車
の
助
手
席
に

は
、
制
作
当
初
か
ら
四
半
世
紀

以
上
連
れ
添
う
相
棒
「
宇
宙
人

ヒ
ロ
シ
君
」
が
健
在
。
今
日
も

無
言
で
寄
り
添
い
な
が
ら
、い

つ
か
市
内
を
練
り
歩
く
日
を
、

緩
や
か
に
夢
見
て
い
る
。

2
0
2
5
年
5
月
1
3
日
　
静
岡
新
聞
社

2
0
2
5
年
5
月
2
4
日  

長
崎
新
聞
　

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

形見分け
思い出話
時忘れ

（男性 60代 蛮句）

相続の
実家は草が
守ってる

（男性 60代 小次郎）

相続を
放棄するにも
金が要り

（男性 50代 クリケット）



(2)  

2
0
2
5
年
6
月
2
1
日
　
デ
イ
リ
ー

2
0
2
5
年
5
月
2
9
日

P
R
T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
サ
プ
ラ
イ
ズ
モ
ー
ル
）

いい葬儀HPより

2
0
2
5
年
6
月
2
1
日   

N
H
K
N
E
W
S
W
E
B

　
新
郎
新
婦
の
過
去
を
役
者
が
演

じ
る
結
婚
式
の
感
動
演
出
「
メ
モ
リ

プ
レ
イ
」
か
ら
派
生
し
た
、
人
生
を

落
語
と
し
て
プ
ロ
の
落
語
家
が
語
る

高
齢
者
向
け
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
出
「
メ

モ
リ
プ
ラ
ク
ゴ
」
を
提
供
す
る
株
式

会
社
サ
プ
ラ
イ
ズ
モ
ー
ル（
福
岡
県
）

は
、7
月
よ
り
、
法
要
の
場
で
も
実

施
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
新
た
に

提
供
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
近
年
で
は
、『
セ
ル
フ
祝
い
（
自
分

で
自
分
を
祝
う
）』
と
い
う
新
た
な

文
化
と
し
て
、
ご
自
身
で
長
寿
祝
い

を
す
る
場
面
も
増
え
て
お
り
、
笑
い

と
感
動
を
兼
ね
備
え
た
唯
一
無
二
の

演
出
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　
落
語
の
形
を
借
り
、
実
際
に
プ
ロ

の
落
語
家
が
笑
い
と
涙
を
交
え
て
人

生
を
語
る
こ
と
で
、
故
人
の
魅
力
や

歩
み
が
よ
り
深
く
心
に
刻
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
悲
し
み
に
暮
れ
、
ど
う

し
て
も
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
る
事

が
出
来
な
い
ご
遺
族
の
方
々
に
対
し

て
も
、一
歩
前
に
進
む
た
め
の
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
演
出
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

落
語
で
紡
ぐ
人
生
の
物
語

【
神
棚
封
じ
の
理
由
】

神
様
は
穢
れ
を
嫌
う
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
神
棚
は
神
様
が
宿
る
場
所

で
あ
り
、
神
様
と
「
死
」
を
近
づ
け

る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
神
棚
封
じ

を
行
い
ま
す
。
神
棚
封
じ
は
、
穢
れ

を
神
様
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
で
、
神

様
の
力
を
守
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。

【
神
棚
封
じ
の
方
法
】

神
棚
に
参
拝
し
、
ご
家
族
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。
神
棚

に
供
え
て
あ
る
お
供
え
物
や
榊
な
ど

を
す
べ
て
下
げ
ま
す
。
神
棚
の
扉
を

完
全
に
閉
め
、
扉
の
正
面
に
白
い
半

紙
を
貼
り
付
け
ま
す
。
し
め
縄
が
あ

る
場
合
は
、
し
め
縄
に
半
紙
を
貼
り

付
け
ま
す
。

【
神
棚
封
じ
の
期
間
】

神
道
で
は
、忌
中
の
期
間
は
五
十
日

間
と
さ
れ
て
お
り
、五
十
日
祭
が
行

わ
れ
た
後
に
神
棚
封
じ
を
解
き
ま
す
。

神
棚
封
じ
と
は

　
イ
ギ
リ
ス
議
会
下
院
で
、
終
末
期

の
患
者
が
死
を
選
ぶ
権
利
を
認
め
る

法
案
が
可
決
さ
れ
、
法
制
化
に
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
欧
米
で

は
安
楽
死
を
法
制
化
す
る
動
き
が

相
次
い
で
い
ま
す
が
、
社
会
的
弱
者

が
死
を
選
ぶ
状
況
に
追
い
込
ま
れ
か

ね
な
い
な
ど
と
懸
念
す
る
声
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
案
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
、
余
命

6
か
月
未
満
と
診
断
さ
れ
た
成
人

が
、
医
師
2
人
と
法
律
や
精
神
医
学

な
ど
の
専
門
家
か
ら
な
る
委
員
会
の

承
認
を
条
件
に
、
医
師
が
処
方
し
た

薬
物
を
服
用
す
る
な
ど
し
て
命
を
絶

つ
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
す
。

2
0
日
、
議
会
下
院
で
行
わ
れ
た

採
決
の
結
果
、
賛
成
3
1
4
、
反
対

2
9
1
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
法
案
は
、
上
院
が
可
決
す
れ
ば
法

制
化
さ
れ
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府

は
、
施
行
ま
で
に
は
4
年
程
度
か
か

る
と
い
う
見
通
し
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
欧
米
で
は
、
終
末
期
の
患
者
に
は

尊
厳
を
保
っ
た
ま
ま
最
期
を
迎
え
る

権
利
が
あ
る
と
し
て
安
楽
死
を
法
制

化
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
て
、フ

ラ
ン
ス
で
も
先
月
、
同
じ
よ
う
な
法

案
が
議
会
下
院
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
障
害
者
や
要
介
護
者
と

い
っ
た
社
会
的
弱
者
が
、
周
り
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
死
を
選
ぶ
状
況

に
追
い
込
ま
れ
か
ね
な
い
な
ど
と
、

懸
念
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
の
議
会
前
で
は
こ
の
日
、

賛
成
派
と
反
対
派
が
集
会
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
訴
え
ま
し
た
。

　
賛
成
派
の
女
性
は
法
案
の
可
決

を
受
け
て
「
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
夫

の
苦
し
み
を
誰
も
経
験
し
な
く
て
済

む
よ
う
に
な
り
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
」
と
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
反
対
派
の
男
性
は
「
死
を

選
択
さ
せ
る
文
化
の
よ
う
な
も
の
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
命
を
大
切
に
す

る
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
が
最
も
誇
り

に
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

マ
ツ
コ
、亡
く
な
っ
た

母
に
脱
帽

　
タ
レ
ン
ト
の
マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク

ス
が
亡
く
な
っ
た
母
親
の
す
ご
さ
を

語
っ
た
。

　
番
組
、マ
ツ
コ
＆
有
吉
か
り
そ
め

天
国
は
「
翌
日
の
献
立
や
着
る
洋
服

を
考
え
て
も
、
そ
の
時
に
な
る
と
考

え
が
変
わ
る
の
で
、
準
備
は
ム
ダ
で

は
な
い
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
。マ

ツ
コ
は
「
防
災
や
防
犯
の
こ
と
を
考

え
る
の
は
い
い
け
ど
、
次
の
日
の
ご

飯
ま
で
考
え
る
の
は
や
め
な
い
？
」

と
話
す
と
有
吉
が
「
何
か
準
備
は
？

葬
式
の
準
備
ぐ
ら
い
は
す
る
の
？
」

と
質
問
。
す
る
と
マ
ツ
コ
は
「
そ
れ

も
本
当
に
考
え
て
て
、
お
ふ
く
ろ
な

ん
て
、
自
分
の
葬
儀
場
ま
で
予
約
し

て
た
の
よ
」。
続
け
て
「
だ
っ
て
、
ほ

と
ん
ど
（
自
分
は
）
何
に
も
し
て
い

な
い
。最
後
は
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
、

不
動
産
の
処
分
も
済
ん
で
、
役
所
に

も
１
回
行
く
ぐ
ら
い
で
済
む
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
死
ん
だ
ら
こ
こ
に
電

話
し
て
下
さ
い
っ
て
。
電
話
し
た
ら

葬
儀
屋
に
繋
が
っ
て
。
こ
れ
は
も
う

無
理
だ
わ
っ
て
」
と
母
の
す
ご
さ
に

脱
帽
し
て
い
た
。

英
終
末
期
患
者
が
「
安
楽
死
」
選
ぶ

権
利
認
め
る
法
案
議
会
下
院
で
可
決

(7)  

A
m
a
z
o
n
　
販
売
元
O
k
u
e
d
n
y

2
0
2
5
年
6
月
2
4
日

l
i
v
e
door
ニ
ュ
ー
ス

究
極
の
薄
さ
の
提
灯

A
N
C
O
H(

庵
光)

　
日
本
の
伝
統
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
融
合
し
た
提
灯
。

バ
ッ
テ
リ
ー
点
灯
す
る
た

め
、
ど
こ
へ
で
も
持
ち
運
ぶ

こ
と
が
可
能
。
生
活
防
水
、

U
S
B
T
y
p
e
C
で
の
充

電
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
も
備

え
て
お
り
、最
大
光
量
で
も

約
5
時
間
の
連
続
点
灯
が
可

能
で
す
。
光
色
も
明
る
さ
も

自
由
自
在
で
照
明
と
し
て
の

機
能
は
全
て
、ダ
イ
ヤ
ル
一つ

で
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
最
小
の
明
る
さ
ま
で
絞

る
と
ろ
う
そ
く
の
よ
う
に
光

が
揺
ら
ぐ
仕
様
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
て
お
り
、就
寝
前
の

穏
や
か
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
に
も
使
え
ま
す
。

3
秒
で
と
と
の
え
る
！

晴
雨
兼
用
折
畳
み
傘

　
折
畳
み
傘
の
畳
み
に
く

い
難
点
を
解
消
す
る
た
め

に
開
発
し
た
「
形
状
記
憶

加
工
」シ
リ
ー
ズ
が
つ
い
に

登
場
。
傘
布
を
形
状
記
憶

加
工
す
る
こ
と
で
、
日
傘
を

閉
じ
た
時
、
折
り
目
に
沿
っ

て
ピ
シ
ッ
と
揃
え
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
簡
単

に
傘
布
を
揃
え
て
閉
じ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
使
う

煩
わ
し
さ
が
軽
減
さ
れ
、
折

り
畳
み
傘
を
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ

に
た
た
み
た
く
な
い
方
に
は

特
に
お
す
す
め
で
す
。
開
く

時
も
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
、
超
撥

水
で
完
全
遮
光
。
急
な
雨

や
晴
れ
の
日
の
酷
暑
対
策

に
も
お
す
す
め
で
す
！

新ご供養アイテム  あれこれ…

【
葬
送
の
仕
事
師
た
ち
】

著
者
／
井
上
理
津
子

出
版
社
／
新
潮
社

誰
に
で
も
、い
つ
か
は
必
ず

や
っ
て
く
る
人
生
の
終
わ

り
。
旅
立
ち
の
手
助
け
を
生

業
と
す
る
人
た
ち
が
い
る
。

葬
儀
社
社
員
、
湯
灌
師
、
納

棺
師
、
復
元
師
、エ
ン
バ
ー

マ
ー
、
火
葬
場
職
員
…
…
。

な
ぜ
こ
の
職
業
を
選
ん
だ
の

か
。
ど
ん
な
思
い
を
抱
い
て

働
い
て
い
る
の
か
。
忘
れ
ら

れ
な
い
経
験
と
は
。著
者
は
、

「
死
」
と
向
き
合
う
プ
ロ
た

ち
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
葬

送
の
現
場
を
見
て
歩
く
。
光

が
あ
た
る
こ
と
の
な
か
っ
た

仕
事
を
描
破
し
た
感
動
の

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。

【
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
「
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
超
え
た
感

動
の
お
も
て
な
し
】

著
者
／
原
良
憲
星
山
英
子
嶋
田
敏

出
版
／
か
ん
き
出
版

サ
ー
ビ
ス
の
質
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
、
店
舗
全
体
の
サ
ー

ビ
ス
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
が
は

か
れ
な
い
、
人
が
応
募
し
て

こ
な
い
、
辞
め
て
い
く
…
こ

ん
な
課
題
を
抱
え
る
あ
ら

ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
経
営

者
、
幹
部
た
ち
に
、「
こ
う

い
う
仕
組
み
を
つ
く
れ
ば
、

ス
タ
ッ
フ
が
、
お
店
が
、
そ

し
て
会
社
が
大
き
く
変
わ

る
！
」
と
い
う
ヒ
ン
ト
に
な

る
。
京
都
大
学
と
ス
ー
パ
ー

ホ
テ
ル
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、

共
同
研
究
し
た
一
冊
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

美
濃
焼
の

陶
製
モ
ダ
ン
仏
具

上
品
で
落
ち
着
い
た
印
象

の
陶
製
モ
ダ
ン
仏
具
五
具
足

セ
ッ
ト
。
岐
阜
県
土
岐
市
で

生
産
さ
れ
て
い
る
美
濃
焼
で
、

安
心
の
日
本
製
。さ
ら
さ
ら

と
し
た
手
触
り
が
優
し
く
、

あ
た
た
か
み
を
感
じ
ら
れ
る

逸
品
で
す
。

本
体
内
部
を
空
洞
化

　
香
炉
・
ロ
ウ
ソ
ク
立
・
仏

飯
器
・
茶
湯
器
は
底
の
部
分

（
内
側
と
外
側
の
間
の
本
体

部
分
）が
空
洞
に
な
っ
て
い

ま
す
。
熱
い
お
茶
、お
線
香

や
ロ
ウ
ソ
ク
な
ど
火
を
ご
使

用
い
た
だ
い
て
も
、側
面
（
外

側
の
手
で
持
つ
部
分
）は
熱

く
な
り
に
く
い
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。デ
ザ
イ
ン
性
だ

け
で
な
く
、安
全
面
を
考
え

た
新
し
い
仏
具
で
す
。

火
消
し
機
能
付
き
ロ
ウ

ソ
ク
立

　
ロ
ウ
ソ
ク
立
て
に
は
消
火

用
の
蓋
が
つ
い
て
い
ま
す
の

で
、被
せ
る
だ
け
で
簡
単
に

消
化
で
き
ま
す
。

　
製
造
の
工
程
上
、商
品
の

表
面
に「
ひ
び
」が
見
ら
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。「
ひ

び
」は
生
地
で
は
な
く
、表

面
の
釉
薬
に
入
っ
て
い
る
も

の
で
、窯
出
し
後
に
陶
器
が

収
縮
す
る
際
、上
に
か
け
た

釉
薬
と
陶
器
の
収
縮
率
に
差

が
あ
り
、釉
薬
を
か
け
た
部

分
に「
ひ
び
」が
入
り
ま
す
。

く
び
れ
部
分
は
釉
薬
が
溜
ま

り
や
す
い
形
状
な
っ
て
い
る

為
、特
に
入
り
や
す
い
で
す
。

生
地
で
は
な
く
表
面
の
釉
薬

が「
ひ
び
割
れ
」し
て
い
る
為
、

ご
使
用
さ
れ
て
も
水
が
漏
れ

た
り
す
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。工

場
直
営
お
仏
壇
の
む
ら
か
み

シ
ョ
ッ
プ
サ
イ
ト
よ
り

(2)  
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いい葬儀HPより
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K
N
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W
E
B

　
新
郎
新
婦
の
過
去
を
役
者
が
演

じ
る
結
婚
式
の
感
動
演
出
「
メ
モ
リ

プ
レ
イ
」
か
ら
派
生
し
た
、
人
生
を

落
語
と
し
て
プ
ロ
の
落
語
家
が
語
る

高
齢
者
向
け
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
出
「
メ

モ
リ
プ
ラ
ク
ゴ
」
を
提
供
す
る
株
式

会
社
サ
プ
ラ
イ
ズ
モ
ー
ル（
福
岡
県
）

は
、7
月
よ
り
、
法
要
の
場
で
も
実

施
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
新
た
に

提
供
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
近
年
で
は
、『
セ
ル
フ
祝
い
（
自
分

で
自
分
を
祝
う
）』
と
い
う
新
た
な

文
化
と
し
て
、
ご
自
身
で
長
寿
祝
い

を
す
る
場
面
も
増
え
て
お
り
、
笑
い

と
感
動
を
兼
ね
備
え
た
唯
一
無
二
の

演
出
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　
落
語
の
形
を
借
り
、
実
際
に
プ
ロ

の
落
語
家
が
笑
い
と
涙
を
交
え
て
人

生
を
語
る
こ
と
で
、
故
人
の
魅
力
や

歩
み
が
よ
り
深
く
心
に
刻
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
悲
し
み
に
暮
れ
、
ど
う

し
て
も
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
る
事

が
出
来
な
い
ご
遺
族
の
方
々
に
対
し

て
も
、一
歩
前
に
進
む
た
め
の
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
演
出
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

落
語
で
紡
ぐ
人
生
の
物
語

【
神
棚
封
じ
の
理
由
】

神
様
は
穢
れ
を
嫌
う
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
神
棚
は
神
様
が
宿
る
場
所

で
あ
り
、
神
様
と
「
死
」
を
近
づ
け

る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
神
棚
封
じ

を
行
い
ま
す
。
神
棚
封
じ
は
、
穢
れ

を
神
様
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
で
、
神

様
の
力
を
守
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。

【
神
棚
封
じ
の
方
法
】

神
棚
に
参
拝
し
、
ご
家
族
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。
神
棚

に
供
え
て
あ
る
お
供
え
物
や
榊
な
ど

を
す
べ
て
下
げ
ま
す
。
神
棚
の
扉
を

完
全
に
閉
め
、
扉
の
正
面
に
白
い
半

紙
を
貼
り
付
け
ま
す
。
し
め
縄
が
あ

る
場
合
は
、
し
め
縄
に
半
紙
を
貼
り

付
け
ま
す
。

【
神
棚
封
じ
の
期
間
】

神
道
で
は
、忌
中
の
期
間
は
五
十
日

間
と
さ
れ
て
お
り
、五
十
日
祭
が
行

わ
れ
た
後
に
神
棚
封
じ
を
解
き
ま
す
。

神
棚
封
じ
と
は

　
イ
ギ
リ
ス
議
会
下
院
で
、
終
末
期

の
患
者
が
死
を
選
ぶ
権
利
を
認
め
る

法
案
が
可
決
さ
れ
、
法
制
化
に
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
欧
米
で

は
安
楽
死
を
法
制
化
す
る
動
き
が

相
次
い
で
い
ま
す
が
、
社
会
的
弱
者

が
死
を
選
ぶ
状
況
に
追
い
込
ま
れ
か

ね
な
い
な
ど
と
懸
念
す
る
声
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
案
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
、
余
命

6
か
月
未
満
と
診
断
さ
れ
た
成
人

が
、
医
師
2
人
と
法
律
や
精
神
医
学

な
ど
の
専
門
家
か
ら
な
る
委
員
会
の

承
認
を
条
件
に
、
医
師
が
処
方
し
た

薬
物
を
服
用
す
る
な
ど
し
て
命
を
絶

つ
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
す
。

2
0
日
、
議
会
下
院
で
行
わ
れ
た

採
決
の
結
果
、
賛
成
3
1
4
、
反
対

2
9
1
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
法
案
は
、
上
院
が
可
決
す
れ
ば
法

制
化
さ
れ
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府

は
、
施
行
ま
で
に
は
4
年
程
度
か
か

る
と
い
う
見
通
し
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
欧
米
で
は
、
終
末
期
の
患
者
に
は

尊
厳
を
保
っ
た
ま
ま
最
期
を
迎
え
る

権
利
が
あ
る
と
し
て
安
楽
死
を
法
制

化
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
て
、フ

ラ
ン
ス
で
も
先
月
、
同
じ
よ
う
な
法

案
が
議
会
下
院
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
障
害
者
や
要
介
護
者
と

い
っ
た
社
会
的
弱
者
が
、
周
り
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
死
を
選
ぶ
状
況

に
追
い
込
ま
れ
か
ね
な
い
な
ど
と
、

懸
念
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
の
議
会
前
で
は
こ
の
日
、

賛
成
派
と
反
対
派
が
集
会
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
訴
え
ま
し
た
。

　
賛
成
派
の
女
性
は
法
案
の
可
決

を
受
け
て
「
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
夫

の
苦
し
み
を
誰
も
経
験
し
な
く
て
済

む
よ
う
に
な
り
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
」
と
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
反
対
派
の
男
性
は
「
死
を

選
択
さ
せ
る
文
化
の
よ
う
な
も
の
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
命
を
大
切
に
す

る
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
が
最
も
誇
り

に
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

マ
ツ
コ
、亡
く
な
っ
た

母
に
脱
帽

　
タ
レ
ン
ト
の
マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク

ス
が
亡
く
な
っ
た
母
親
の
す
ご
さ
を

語
っ
た
。

　
番
組
、マ
ツ
コ
＆
有
吉
か
り
そ
め

天
国
は
「
翌
日
の
献
立
や
着
る
洋
服

を
考
え
て
も
、
そ
の
時
に
な
る
と
考

え
が
変
わ
る
の
で
、
準
備
は
ム
ダ
で

は
な
い
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
。マ

ツ
コ
は
「
防
災
や
防
犯
の
こ
と
を
考

え
る
の
は
い
い
け
ど
、
次
の
日
の
ご

飯
ま
で
考
え
る
の
は
や
め
な
い
？
」

と
話
す
と
有
吉
が
「
何
か
準
備
は
？

葬
式
の
準
備
ぐ
ら
い
は
す
る
の
？
」

と
質
問
。
す
る
と
マ
ツ
コ
は
「
そ
れ

も
本
当
に
考
え
て
て
、
お
ふ
く
ろ
な

ん
て
、
自
分
の
葬
儀
場
ま
で
予
約
し

て
た
の
よ
」。
続
け
て
「
だ
っ
て
、
ほ

と
ん
ど
（
自
分
は
）
何
に
も
し
て
い

な
い
。最
後
は
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
、

不
動
産
の
処
分
も
済
ん
で
、
役
所
に

も
１
回
行
く
ぐ
ら
い
で
済
む
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
死
ん
だ
ら
こ
こ
に
電

話
し
て
下
さ
い
っ
て
。
電
話
し
た
ら

葬
儀
屋
に
繋
が
っ
て
。
こ
れ
は
も
う

無
理
だ
わ
っ
て
」
と
母
の
す
ご
さ
に

脱
帽
し
て
い
た
。

英
終
末
期
患
者
が
「
安
楽
死
」
選
ぶ

権
利
認
め
る
法
案
議
会
下
院
で
可
決

(7)  
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究
極
の
薄
さ
の
提
灯

A
N
C
O
H(

庵
光)

　
日
本
の
伝
統
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
融
合
し
た
提
灯
。

バ
ッ
テ
リ
ー
点
灯
す
る
た

め
、
ど
こ
へ
で
も
持
ち
運
ぶ

こ
と
が
可
能
。
生
活
防
水
、

U
S
B
T
y
p
e
C
で
の
充

電
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
も
備

え
て
お
り
、最
大
光
量
で
も

約
5
時
間
の
連
続
点
灯
が
可

能
で
す
。
光
色
も
明
る
さ
も

自
由
自
在
で
照
明
と
し
て
の

機
能
は
全
て
、ダ
イ
ヤ
ル
一つ

で
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
最
小
の
明
る
さ
ま
で
絞

る
と
ろ
う
そ
く
の
よ
う
に
光

が
揺
ら
ぐ
仕
様
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
て
お
り
、就
寝
前
の

穏
や
か
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
に
も
使
え
ま
す
。

3
秒
で
と
と
の
え
る
！

晴
雨
兼
用
折
畳
み
傘

　
折
畳
み
傘
の
畳
み
に
く

い
難
点
を
解
消
す
る
た
め

に
開
発
し
た
「
形
状
記
憶

加
工
」シ
リ
ー
ズ
が
つ
い
に

登
場
。
傘
布
を
形
状
記
憶

加
工
す
る
こ
と
で
、
日
傘
を

閉
じ
た
時
、
折
り
目
に
沿
っ

て
ピ
シ
ッ
と
揃
え
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
簡
単

に
傘
布
を
揃
え
て
閉
じ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
使
う

煩
わ
し
さ
が
軽
減
さ
れ
、
折

り
畳
み
傘
を
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ

に
た
た
み
た
く
な
い
方
に
は

特
に
お
す
す
め
で
す
。
開
く

時
も
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
、
超
撥

水
で
完
全
遮
光
。
急
な
雨

や
晴
れ
の
日
の
酷
暑
対
策

に
も
お
す
す
め
で
す
！

新ご供養アイテム  あれこれ…

【
葬
送
の
仕
事
師
た
ち
】

著
者
／
井
上
理
津
子

出
版
社
／
新
潮
社

誰
に
で
も
、い
つ
か
は
必
ず

や
っ
て
く
る
人
生
の
終
わ

り
。
旅
立
ち
の
手
助
け
を
生

業
と
す
る
人
た
ち
が
い
る
。

葬
儀
社
社
員
、
湯
灌
師
、
納

棺
師
、
復
元
師
、エ
ン
バ
ー

マ
ー
、
火
葬
場
職
員
…
…
。

な
ぜ
こ
の
職
業
を
選
ん
だ
の

か
。
ど
ん
な
思
い
を
抱
い
て

働
い
て
い
る
の
か
。
忘
れ
ら

れ
な
い
経
験
と
は
。著
者
は
、

「
死
」
と
向
き
合
う
プ
ロ
た

ち
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
葬

送
の
現
場
を
見
て
歩
く
。
光

が
あ
た
る
こ
と
の
な
か
っ
た

仕
事
を
描
破
し
た
感
動
の

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。

【
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
「
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
超
え
た
感

動
の
お
も
て
な
し
】

著
者
／
原
良
憲
星
山
英
子
嶋
田
敏

出
版
／
か
ん
き
出
版

サ
ー
ビ
ス
の
質
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
、
店
舗
全
体
の
サ
ー

ビ
ス
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
が
は

か
れ
な
い
、
人
が
応
募
し
て

こ
な
い
、
辞
め
て
い
く
…
こ

ん
な
課
題
を
抱
え
る
あ
ら

ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
経
営

者
、
幹
部
た
ち
に
、「
こ
う

い
う
仕
組
み
を
つ
く
れ
ば
、

ス
タ
ッ
フ
が
、
お
店
が
、
そ

し
て
会
社
が
大
き
く
変
わ

る
！
」
と
い
う
ヒ
ン
ト
に
な

る
。
京
都
大
学
と
ス
ー
パ
ー

ホ
テ
ル
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、

共
同
研
究
し
た
一
冊
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

美
濃
焼
の

陶
製
モ
ダ
ン
仏
具

上
品
で
落
ち
着
い
た
印
象

の
陶
製
モ
ダ
ン
仏
具
五
具
足

セ
ッ
ト
。
岐
阜
県
土
岐
市
で

生
産
さ
れ
て
い
る
美
濃
焼
で
、

安
心
の
日
本
製
。さ
ら
さ
ら

と
し
た
手
触
り
が
優
し
く
、

あ
た
た
か
み
を
感
じ
ら
れ
る

逸
品
で
す
。

本
体
内
部
を
空
洞
化

　
香
炉
・
ロ
ウ
ソ
ク
立
・
仏

飯
器
・
茶
湯
器
は
底
の
部
分

（
内
側
と
外
側
の
間
の
本
体

部
分
）が
空
洞
に
な
っ
て
い

ま
す
。
熱
い
お
茶
、お
線
香

や
ロ
ウ
ソ
ク
な
ど
火
を
ご
使

用
い
た
だ
い
て
も
、側
面
（
外

側
の
手
で
持
つ
部
分
）は
熱

く
な
り
に
く
い
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。デ
ザ
イ
ン
性
だ

け
で
な
く
、安
全
面
を
考
え

た
新
し
い
仏
具
で
す
。

火
消
し
機
能
付
き
ロ
ウ

ソ
ク
立

　
ロ
ウ
ソ
ク
立
て
に
は
消
火

用
の
蓋
が
つ
い
て
い
ま
す
の

で
、被
せ
る
だ
け
で
簡
単
に

消
化
で
き
ま
す
。

　
製
造
の
工
程
上
、商
品
の

表
面
に「
ひ
び
」が
見
ら
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。「
ひ

び
」は
生
地
で
は
な
く
、表

面
の
釉
薬
に
入
っ
て
い
る
も

の
で
、窯
出
し
後
に
陶
器
が

収
縮
す
る
際
、上
に
か
け
た

釉
薬
と
陶
器
の
収
縮
率
に
差

が
あ
り
、釉
薬
を
か
け
た
部

分
に「
ひ
び
」が
入
り
ま
す
。

く
び
れ
部
分
は
釉
薬
が
溜
ま

り
や
す
い
形
状
な
っ
て
い
る

為
、特
に
入
り
や
す
い
で
す
。

生
地
で
は
な
く
表
面
の
釉
薬

が「
ひ
び
割
れ
」し
て
い
る
為
、

ご
使
用
さ
れ
て
も
水
が
漏
れ

た
り
す
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。工

場
直
営
お
仏
壇
の
む
ら
か
み

シ
ョ
ッ
プ
サ
イ
ト
よ
り
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埼
玉
大
宮
夏
ま
つ
り
中
山
道
ま
つ
り(

〜
２
日)

八
戸
三
社
祭(

７
月
31
日
〜
4
日)

青
森
ね
ぶ
た
祭(

〜
７
日)

、三
重
桑
名
石
取
祭(

〜
３
日)

秋
田
竿
燈(

〜
６
日)

広
島
平
和
記
念
日
、仙
台
七
夕
ま
つ
り（
〜
８
日
）

長
崎
原
爆
忌

千
葉
館
山
安
房
神
社
例
祭

　
山
の
日
、徳
島
阿
波
踊
り(

〜
15
日
）

木
曽
御
獄
教
御
神
火
祭
、新
潟
祭（
〜
10
日
）

立
秋
、山
口
下
関
忌
宮
数
方
庭
祭(

〜
13
日)

山
形
花
笠
祭(

〜
７
日)

京
都
箱
根
大
文
字

高
知
よ
さ
こ
い
祭
り(

９
日
〜
）

月
遅
れ
盆
迎
え
火(

〜
16
日)

京
都
清
水
寺
千
日
詣
り(

〜
16
日)

、奈
良
春
日
大
社
中
元
万
燈
籠（
〜
15
日
）

滋
賀
建
部
大
社
船
幸
祭
、静
岡
三
嶋
大
社
祭
り（
15
日
〜
）

神
奈
川
鎌
倉
宮
例
祭(

19
日
〜
）

埼
玉
四
萬
部
寺
大
施
食
会

終
戦
記
念
日

秋
田
花
輪
ば
や
し(

〜
20
日
）

千
葉
神
社
だ
ら
だ
ら
祭(

16
日
〜
）

処
暑
、地
蔵
盆(

〜
24
日
）

東
京
亀
戸
天
神
祭(

〜
28
日
）

山
梨
吉
田
の
火
祭
り(

〜
27
日
）

神
奈
川
大
山
阿
夫
利
神
社
秋
季
例
大
祭(

〜
29
日
）

静
岡
可
睡
斎
奥
之
院
不
動
尊
大
祭

秋
田
大
曲
の
花
火

週
刊
ポ
ス
ト

2
0
2
3
年
1
月
1
3
・
2
0
日
号

　
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

「
分
類
」
さ
れ
る
血
液
型
。
そ
こ

に
寿
命
と
の
か
か
わ
り
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
2
0
0
7
年
に
発

表
さ
れ
た
厚
労
省
の
補
助
金
事

業
「
健
康
長
寿
に
関
す
る
要
因

の
研
究
」
の
な
か
で
、〈
血
液
型

と
長
寿
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
〉

と
い
う
報
告
が
あ
り
、
そ
こ
で
は

日
本
人
で
最
も
長
生
き
す
る
確

率
が
高
い
の
は
B
型
と
さ
れ
た
。

慶
應
大
の
研
究
者
ら
が
東
京
在

住
の
百
寿
者
（
平
均
年
齢

1
0
1
・
2
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

1
・
8
歳
）
2
6
9
人
と
、
東
京

在
住
の
対
象
群
7
1
5
3
人
を

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
百
寿
者
で
は

B
型
の
割
合
が
高
か
っ
た
の
だ
と

い
う
。

　
日
本
人
の
血
液
型
は
、
多
い
順

に
A
型
4
割
、
O
型
3
割
、
B
型

2
割
、
A
B
型
1
割
と
さ
れ
る
。

そ
れ
が
、
右
の
研
究
で
は
、
百
寿

者
は
A
型
3
4
・
2
％
、
B
型

2
9
・
4
％
、
O
型
2
8
・
3
％
、

A
B
型
8
・
2
％
と
い
う
結
果
に

な
っ
た
。
百
寿
者
は
B
型
の
割
合

が
1
0
ポ
イ
ン
ト
も
多
い
。
医
療

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
室
井
一

辰
氏
が
言
う
。「
百
寿
者
に
B
型

が
多
い
理
由
と
し
て
は
、
報
告
書

が
分
析
す
る
通
り
、
病
気
と
血
液

型
の
関
係
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
A

型
は
細
菌
感
染
、
O
型
は
ウ
イ
ル

ス
感
染
し
や
す
く
、
病
気
も
が
ん

や
血
栓
性
疾
患
は
A
型
、
自
己
免

疫
疾
患
や
出
血
性
疾
患
は
O
型

に
多
い
。一
方
、
B
型
は
そ
れ
ら

の
病
気
に
な
り
に
く
く
、
長
寿
に

な
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」。

血
液
型
に
よ
る
寿
命
の
違
い

を
も
た
ら
す
の
は
、「
免
疫
」

の
違
い
だ
と
い
う
。

　「
そ
も
そ
も
A
B
O
式
の
血
液

型
は
免
疫
反
応
を
引
き
起
こ
す

抗
原
の
種
類
で
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
。
免
疫
力
は
病
気
と
密
接
な

関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的

に
寿
命
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
に

不
思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
同
前
）

　
一
方
、
米
国
で
は
日
本
と
違
っ

た
結
果
が
出
て
い
る
。
1
9
9
9

年
に
米
国
で
出
版
さ
れ
た

『
T
h
e
A
n
s
w
e
r
i
s
i
n

Y
o
u
r
B
l
o
o
d
t
y
p
e
』

に
よ
る
と
、
5
0
0
0
人
の
米
国

人
を
調
査
し
た
結
果
、
血
液
型

別
の
平
均
寿
命
は
、
O
型
が

8
6・7
歳
、
B
型
が
7
8・2
歳
、

A
B
型
が
6
9
・
5
歳
、
A
型
が

6
1
・
6
歳
だ
っ
た
。
A
型
が
最

も
短
命
と
い
う
結
果
な
の
で
あ

る
。
同
書
で
は
、
A
型
は
肉
類
を

消
化
し
に
く
く
脂
肪
と
し
て
体

内
に
蓄
積
す
る
た
め
、
肉
食
中
心

の
米
国
で
は
短
命
に
な
っ
て
い
る

と
考
察
し
て
い
る
。

　
血
液
型
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、

特
性
に
応
じ
た
生
活
習
慣
を
心

が
け
る
価
値
は
あ
る
。

100歳以上の日本人に「B型」が多い不思議
血液型による寿命の違いの背景に「免疫」か

日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金

8月（葉月・August）
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埼
玉
大
宮
夏
ま
つ
り
中
山
道
ま
つ
り(

〜
２
日)

八
戸
三
社
祭(

７
月
31
日
〜
4
日)

青
森
ね
ぶ
た
祭(

〜
７
日)

、三
重
桑
名
石
取
祭(

〜
３
日)

秋
田
竿
燈(

〜
６
日)

広
島
平
和
記
念
日
、仙
台
七
夕
ま
つ
り（
〜
８
日
）

長
崎
原
爆
忌

千
葉
館
山
安
房
神
社
例
祭

　
山
の
日
、徳
島
阿
波
踊
り(

〜
15
日
）

木
曽
御
獄
教
御
神
火
祭
、新
潟
祭（
〜
10
日
）

立
秋
、山
口
下
関
忌
宮
数
方
庭
祭(

〜
13
日)

山
形
花
笠
祭(

〜
７
日)

京
都
箱
根
大
文
字

高
知
よ
さ
こ
い
祭
り(

９
日
〜
）

月
遅
れ
盆
迎
え
火(

〜
16
日)

京
都
清
水
寺
千
日
詣
り(

〜
16
日)

、奈
良
春
日
大
社
中
元
万
燈
籠（
〜
15
日
）

滋
賀
建
部
大
社
船
幸
祭
、静
岡
三
嶋
大
社
祭
り（
15
日
〜
）

神
奈
川
鎌
倉
宮
例
祭(

19
日
〜
）

埼
玉
四
萬
部
寺
大
施
食
会

終
戦
記
念
日

秋
田
花
輪
ば
や
し(

〜
20
日
）

千
葉
神
社
だ
ら
だ
ら
祭(

16
日
〜
）

処
暑
、地
蔵
盆(

〜
24
日
）

東
京
亀
戸
天
神
祭(

〜
28
日
）

山
梨
吉
田
の
火
祭
り(

〜
27
日
）

神
奈
川
大
山
阿
夫
利
神
社
秋
季
例
大
祭(

〜
29
日
）

静
岡
可
睡
斎
奥
之
院
不
動
尊
大
祭

秋
田
大
曲
の
花
火

週
刊
ポ
ス
ト

2
0
2
3
年
1
月
1
3
・
2
0
日
号

　
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

「
分
類
」
さ
れ
る
血
液
型
。
そ
こ

に
寿
命
と
の
か
か
わ
り
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
2
0
0
7
年
に
発

表
さ
れ
た
厚
労
省
の
補
助
金
事

業
「
健
康
長
寿
に
関
す
る
要
因

の
研
究
」
の
な
か
で
、〈
血
液
型

と
長
寿
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
〉

と
い
う
報
告
が
あ
り
、
そ
こ
で
は

日
本
人
で
最
も
長
生
き
す
る
確

率
が
高
い
の
は
B
型
と
さ
れ
た
。

慶
應
大
の
研
究
者
ら
が
東
京
在

住
の
百
寿
者
（
平
均
年
齢

1
0
1
・
2
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

1
・
8
歳
）
2
6
9
人
と
、
東
京

在
住
の
対
象
群
7
1
5
3
人
を

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
百
寿
者
で
は

B
型
の
割
合
が
高
か
っ
た
の
だ
と

い
う
。

　
日
本
人
の
血
液
型
は
、
多
い
順

に
A
型
4
割
、
O
型
3
割
、
B
型

2
割
、
A
B
型
1
割
と
さ
れ
る
。

そ
れ
が
、
右
の
研
究
で
は
、
百
寿

者
は
A
型
3
4
・
2
％
、
B
型

2
9
・
4
％
、
O
型
2
8
・
3
％
、

A
B
型
8
・
2
％
と
い
う
結
果
に

な
っ
た
。
百
寿
者
は
B
型
の
割
合

が
1
0
ポ
イ
ン
ト
も
多
い
。
医
療

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
室
井
一

辰
氏
が
言
う
。「
百
寿
者
に
B
型

が
多
い
理
由
と
し
て
は
、
報
告
書

が
分
析
す
る
通
り
、
病
気
と
血
液

型
の
関
係
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
A

型
は
細
菌
感
染
、
O
型
は
ウ
イ
ル

ス
感
染
し
や
す
く
、
病
気
も
が
ん

や
血
栓
性
疾
患
は
A
型
、
自
己
免

疫
疾
患
や
出
血
性
疾
患
は
O
型

に
多
い
。一
方
、
B
型
は
そ
れ
ら

の
病
気
に
な
り
に
く
く
、
長
寿
に

な
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」。

血
液
型
に
よ
る
寿
命
の
違
い

を
も
た
ら
す
の
は
、「
免
疫
」

の
違
い
だ
と
い
う
。

　「
そ
も
そ
も
A
B
O
式
の
血
液

型
は
免
疫
反
応
を
引
き
起
こ
す

抗
原
の
種
類
で
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
。
免
疫
力
は
病
気
と
密
接
な

関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的

に
寿
命
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
に

不
思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
同
前
）

　
一
方
、
米
国
で
は
日
本
と
違
っ

た
結
果
が
出
て
い
る
。
1
9
9
9

年
に
米
国
で
出
版
さ
れ
た

『
T
h
e
A
n
s
w
e
r
i
s
i
n

Y
o
u
r
B
l
o
o
d
t
y
p
e
』

に
よ
る
と
、
5
0
0
0
人
の
米
国

人
を
調
査
し
た
結
果
、
血
液
型

別
の
平
均
寿
命
は
、
O
型
が

8
6・7
歳
、
B
型
が
7
8・2
歳
、

A
B
型
が
6
9
・
5
歳
、
A
型
が

6
1
・
6
歳
だ
っ
た
。
A
型
が
最

も
短
命
と
い
う
結
果
な
の
で
あ

る
。
同
書
で
は
、
A
型
は
肉
類
を

消
化
し
に
く
く
脂
肪
と
し
て
体

内
に
蓄
積
す
る
た
め
、
肉
食
中
心

の
米
国
で
は
短
命
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100歳以上の日本人に「B型」が多い不思議
血液型による寿命の違いの背景に「免疫」か
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